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第 1 章 :

はじめに

この章では、 CyberLink PowerDirector とデジタルビデオの作成手順の概要を

紹介し ます。 デジ タルムービー作成過程で使用する さ まざまな技術と
CyberLink PowerDirector の適切な動作環境について説明します。

この章の構成は以下のとおりです。

• 2 ページの 「はじめに」

• 5 ページの 「PowerDirector プログラム」

• 8 ページの 「作成手順」

• 9 ページの 「システム動作環境」
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CyberLink PowerDirector
はじめに
CyberLink のデジタルビデオ編集ツール PowerDirector をお使いいた
だき、 ありがと うございます。 CyberLink PowerDirector を使えば、
BGM、 吹き替え、 特殊効果、 およびト ランジシ ョ ン効果などを盛り
込んだプロ並みのビデオムービーや写真スライ ドシ ョーを作ること
ができます。

動画編集やスライ ドシ ョー作成の経験がな く ても心配いりません。
CyberLink PowerDirector の操作は簡単なので、 少し練習すればハリ
ウッ ド映画のような動画が作れます。 編集したムービーやスライ ド
シ ョーは、 メール送信やディスクへの書込み、 さらにはアップロー
ド してインターネッ トで公開することもできます。

最新機能
ここでは CyberLink PowerDirector に搭載されている新機能を紹介し
ます。

ライブラリ

• 写真 / 音声のダウンロード ：

• Flickr または Freesound のメディアを直接検索してライブラ

リにインポート します。

• ライブラリツールの管理 ：

• メディアライブラリにサブフォルダを作成してメディアを
整理する、 またはライブラリ全体を別ファイルに保存しま
す。

• 作成メディアのダウンロード と共有 ：

• カスタマイズした PiP オブジェク トやタイ トルエフェク ト

を DirectorZone にアップロード して他の人と共有します。

DirectorZone から メディアをダウンロード してライブラリ

に追加することもできます。

編集

• スライ ドシ ョーデザイナーの強化 ： 
 2



第 1 章 : はじめに
• 新しいスライ ドシ ョースタイルをた く さん追加しました。

• BGM にスライ ドシ ョーを同期させるなど、 さまざまなスラ

イ ドシ ョーのコン ト ロールが強化されています。 

• マジックツールの強化 ：

• 新しい Magic Clean 機能でビデオの明るさの調節機能が強

化されました。

• Magic Motion の写真拡縮機能でさらに細かいフレームコン

ト ロールができるようになりました。

• クロマキー効果が改善されました。

• マルチ PiP ト ラ ッ ク ：

• ト ラ ッ クマネージャで PiP ト ラ ッ クをタイムラインに追加

できるため、 同時に最大 6 つの PiP オブジェク ト を表示で

きるようになりました。

• フレーム固定 ：

• 即座にフレーム固定エフェク ト を追加してビデオの瞬間を
逃がしません。

• 字幕 ：

• 市販のディスクのようにオン / オフできる字幕をディスク

に追加できます。

出力

• HDD ビデオカメラへの書き込み :

• ハードディスクのビデオカメラに書込み可能なファイルを
出力します。 

ディスク メニューの作成

• メニュー作成の強化 ：

• マルチレイヤーのメニューや使いやすいパワフルなメ
ニューデザイン機能が追加されました。

• 作成ディスク メニューのダウンロード と共有 ：

• カスタマイズしたディスク メニューを DirectorZone にアッ

プロード して他人と共有できます。 DirectorZone のホーム

ページからディスク メニューをダウンロード して追加する
こともできます。
3
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DirectorZone
DirectorZone は、 CyberLink PowerDirector の他のユーザーが作成した 
PiP オブジェク ト、 タイ トルテンプレート、 ディスク メニューなどが
ダウンロードできるオンラインサービスです。 自分で作成した作品
を DirectorZone にアップロード して共有することもできます。

DirectorZone を利用するには、 CyberLink PowerDirector ウィンドウの
上部にある [DirectorZone ユーザー登録 ] リンクをクリ ッ クします。

DirectorZone ホームページの機能や利用できるサービスに関する詳
細は、 http://directorzone.cyberlink.com をご覧ください。

PowerDirector のバージョ ン
CyberLink PowerDirector には、 複数のバンドル （OEM） 版とパッケー
ジ版があります。 対応ファイル形式、 編集機能、 ディスク作成機能、
およびその他の機能は使用するバージ ョ ンによって異なります。 ご
使用のバージ ョ ンで使用可能な機能については、 CyberLink 
PowerDirector 付属の Readme ファイルを参照して ください。

ソフ トウェアのアップグレード

CyberLink では、 定期的にソフ トウェアのアップグレードを提供して
います。 ソフ トウェアをアップグレードするには、 CyberLink 
PowerDirector バージ ョ ン情報ウィンドウの [ アップグレード ] ボタ
ンをクリ ックします。 [ アップグレード ] ウィンドウが開き、
CyberLink PowerDirector の新しいアップグレードやアップデート を選
択してダウンロードすることができます。 アップグレードを購入す
る場合は CyberLink のサイバーストアが開きます。

注： この機能を使用するには、 インターネッ トに接続している必要があ
ります。
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PowerDirector プログラム

CyberLink PowerDirector を起動すると、 次の画面が表示されます。

ライブラリウィンドウ
メディアコンテンツ、 特殊効果、 ト ラン
ジシ ョ ン、 その他編集ツールで構成され
ています

モードボタン
クリ ックして作業モー
ドを切り換えます

機能ボタン
共通機能のショート
カッ トです

作業領域
ここにクリ ップや
エフェク ト を挿入
します

プレビューウィンドウ
クリ ップやムービーのプレビュー
をする再生コン ト ロールです

編集機能ボタン
各編集機能ごとに割り当てら
れた編集ウィンドウを表示し
ます

マジックツール
メディアクリ ップの編
集に便利な機能を提供
します
5



CyberLink PowerDirector
PowerDirector のモード
CyberLink PowerDirector には、 キャプチャ、 編集、 出力、 ディスクの
作成などのタスクを行う別々のモードがあります。

CyberLink PowerDirector は編集モード ( デフォルト ) で開きます。 以
下のボタンを使う と簡単に編集とタスク実行モードが切り換えられ
ます。

モード 詳細

キャプチャ さまざまな形式やソースから メディアをキャプ
チャ （取り込む） します。 15 ページの 「素材の

キャプチャ」 を参照して ください。

編集 タイムラインにビデオや写真を追加して、 ト ラン
ジシ ョ ン、 エフェク ト、 タイ トルなどを追加する
編集作業を行います。 31 ページの 「ス トーリーの

作成」 を参照して ください。

出力 ファイル、 DV テープへの出力、 インターネッ トへ

のアップロードなど作品の出力を行います。 83
ページの 「ムービーの出力」 を参照して ください。

ディスク作
成

ディスク作成 を使う と、 ディスクに書込み可能な

カスタムディスクやメニューを作成します。 97
ページの 「ディスクの作成」 を参照して ください。
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PowerDirector プロジェク ト
CyberLink PowerDirector でビデオクリ ップ、 音声ファイル、 または写
真を加工しても、 元のメディアには影響しません。 設定はすべてプ
ロジェク ト ファイルに保存されているため、 CyberLink PowerDirector
でクリ ップを ト リ ミ ング、 編集、 削除しても、 ハードディスクに保
存されているオリジナルのファイルは変わりません。 つまり、 いつ
でもやり直しが可能なため、 安心して編集作業を進めることができ
ます。 編集しすぎてしまっても、 はじめからやり直せます。

CyberLink PowerDirector プロジェク ト ファイルは、 Windows のファ
イルと同じように開いたり保存したりすることができます。 プロ
ジェク ト ファイルは、 CyberLink PowerDirector プログラム固有の .pds
形式で保存されます。
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作成手順
デジタル編集は、 素材動画の準備から始まり、 不要な部分のカッ ト
と結合、 字幕を付けたり、 特殊効果を適用した後、 完成した動画を
保存する、 という手順で行います。 CyberLink PowerDirector は、 ムー
ビーやスライ ドシ ョーの作成やその公開などの作業を簡単に行えま
す。

目的に合わせて、 以下の機能を利用できます。

• 作成の準備

• 素材のインポート

• 素材のキャプチャ （取り込み）

• シーンの検出と音声の抽出

• ストーリー構成の作成

• 素材を作業領域に追加

• エフェク ト、 ト ランジシ ョ ン、 タイ トルの追加

• ビデオの編集と仕上げ

• 写真の修正

• マジックツールの使用とエフェク トの修正

• 吹き替えの録音と音声のミキシング （調整）

• チャプタポイン トの設定と字幕の挿入

• 作品の保存とアップロード

• ビデオファイルの出力

• スト リーミングビデオファイルの出力

• DV/HDV テープまたは HDD ビデオカメラの書込み

• インターネッ トへのアップロード

• ディスクのファイナライズ

• ディスク メニューの作成

• ディスクの書込み
 8
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システム動作環境
以下のシステム動作環境は、 一般的なデジタル動画編集作業を行う
場合の最小条件です。

画面解像度 ：

• 1024 x 768、 16 ビッ ト カラー以上

OS ：

• Windows Vista/XP (HDV キャプチャにはWindows XP Service Pack 
2 が必要 )

メモリ ：

• 512 MB 推奨

• HD ビデオ編集には 2GB DDR2 以上を推奨 

CPU ：

• AVI キャプチャ / 出力 :Pentium II  450 MHz または AMD Athlon 
500 MHz

• VCD 画質 (MPEG-1) プロファイル :Pentium III 600 MHz または
AMD Athlon 700 MHz

• DVD 画質 (MPEG-2) プロファイル :Pentium 4 2.2 GHz または
AMD Athlon XP 2200+

• 高画質 (MPEG-4 および WMV 、 QuickTime、 RealVideo のスト

リーミング ) プロファイル :Pentium 4 2.4 GHz または AMD 
Athlon XP 2400+

• AVCHD および MPEG-2 HD (BD 書込み用 ) プロファイル :Pentium 
Core 2 Duo E6300 または Athlon 64 X2 5000+

ビデオキャプチャ  デバイス ：

• WDM 規格準拠の PCI または USB1.0/2.0 キャプチャデバイス

(PC カメ ラや WDM ド ライバー対応 TV チューナーなど ) 

• OHCI 対応 IEEE1394 接続 DV カ メ ラ ( 対応モデルは CyberLink 
ホームページを参照 ) 
9
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• USB2.0 接続の DVD カ メ ラ ( 対応モデルは CyberLink ホーム

ページを参照 ) 

• Sony MicroMV/AVCHD/HDV カメ ラ ( 対応モデルは CyberLink 
ホームページを参照 ) 

• JVC Everio カ メ ラ ( 対応モデルは CyberLink ホームページを参

照 ) 

ハードディスク容量 ：

• 最小 5 GB (SmartSound Quicktrack Library には 400MB が必要で

す )

• DVD 出力には 10GB ( 推奨 20 GB) 必要

• BD/AVCHD 出力には 60GB ( 推奨 100GB) が必要

書込みデバイス ：

• CD または DVD 書込み装置 (CD-R/RW、 DVD+R/RW、 DVD 乏 /
RW など ) には VCD/DVD/SVCD/AVCHD のタイ トルの書込みが必

要です。 

• ブルーレイディスク書込みドライブには、 BD タイ トルの書込

みが必要です。

マイク ：

• 吹き替え録音にはマイクが必要です。

注： 最新のシステム動作環境については、 CyberLink のホームページ

(http://jp.cyberlink.com/) を参照して ください。
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第 2 章 :

作成の準備

こ の章では、 素材の メ デ ィ ア ラ イ ブ ラ リ へのイ ンポー ト、 CyberLink
PowerDirector を使った素材のキャ プチャ （取り込み） 、 CyberLink
PowerDirector の環境設定など、 作成の準備に必要な作業について説明しま

す。

この章は以下の内容を説明しています。

• 12 ページの 「素材の読み込み」

• 15 ページの 「素材のキャプチャ」

• 22 ページの 「シーンの検出と音声の抽出」

• 24 ページの 「PowerDirector 環境設定」
11



CyberLink PowerDirector
素材の読み込み
作品に使用するビデオファイル、 BGM、 写真がハードディスクに保
存されている場合は、 CyberLink PowerDirector のメディアライブラリ
に直接読み込むことができます。

CyberLink PowerDirector では、 以下のファイル形式がインポート可能
です。

画像 :JPEG、 TIFF、 BMP、 GIF、 PNG

ビデオ : DV-AVI、 Windows-AVI、 DAT、 MPEG-1、 MPEG-2、 DVR-MS、
VOB、 VRO、 WMV、 MOV、 MOD、 TOD、 MP4、 MTS、 M2TS

音声 :MP3、 WAV、 WMA、 ASF

素材をメディアライブラリにインポートする場合は、 次の 2 つのオ
プシ ョ ンがあります。 

• 素材ファイルを個別にインポート

• プロジェク トに使用する素材ファイルを含むフォルダをイン
ポート

素材のインポート
プロジェク トの素材が足りない、 または特定の素材を探している場
合は、 Flickr で写真を Freesound で音声を直接 CyberLink 
PowerDirector に検索、 ダウンロード、 インポートすることができま
す。 

Flickr から写真をダウンロード

自分の写真を Flickr のアカウン トから直接 CyberLink PowerDirector に
ダウンロードできます。 CyberLink PowerDirector の他のユーザーが作
成した写真を検索および表示してプロジェク トのメディアライブラ
リにインポートすることもできます。

Flickr から写真をダウンロードするには、 次の操作を行います。
 12
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1. ダウンロード メニュー で Flickr からインポート  を選択し

ます。

2. ウィザードの指示に従い CyberLink PowerDirector で Flickr アカ

ウン ト を使うための認証と利用規約の合意を行います。

注： Flickr で写真を検索、 表示、 ダウンロードするために Flickr のアカウ

ン ト を持つ必要はありません。 

3. ドロップダウンから検索する場所を以下のいずれかに選択し
ます。

• Flickr のマイフォ ト : このオプシ ョ ンは、 Flickr アカウン トに

アップロード したすべての写真をサムネールで表示します。

• 連絡先の写真 : このオプシ ョ ンは、 Flickr の Flick 連絡先にアッ

プロード したすべての写真をサムネールで表示します。

• Flickr の写真検索 : このオプシ ョ ンは Flickr の写真を検索する

ときに選択します。 一般的な検索タグ 、 国検索 、

キーワード検索 を使って検索できます。

注： 検索ウィンドウの上部にあるフ ィルタ メニューのドロップダウンを
使う と写真の並べ替えができます。

4. メディアライブラリにインポートする写真をすべて選択した
ら、 [ ダウンロード ] ボタンをクリ ッ クします。

注： メディアライブラリにダウンロード した写真は、 商業利用できませ
ん。 写真サムネイル下のボタンをクリ ックすると著作権情報が表示
されます。

Freesound の音声をダウンロード

サウンドエフェク トや音楽クリ ップなどの音声サンプルを
Freesound サービスから CyberLink PowerDirector にダウンロードでき
ます。

AudioCD から音声クリ ップをダウンロードするには、 次の操作を行
います。
13
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1. ダウンロード メニュー で Freesound からインポート  を選

択します。

2. ウィザードの指示に従って、 Freesound にサインインしてから

利用規約に合意します。

3. 検索ウィンドウで、 人気ジャンル またはキーワード

で音声クリ ップを検索します。

注： 検索を実行する前に、 チェ ックボックスを使って検索キーワードを
絞り込みます。

4. メディアライブラリにインポートする音声をすべて選択した
ら、 [ ダウンロード ] ボタンをクリ ッ クします。

注： メディアライブラリにダウンロード した音声は、 商業利用できませ
ん。 音声サムネイル下のボタンをクリ ックすると著作権情報が表示
されます。

DirectorZone のテンプレート をダウンロード

ライブラリに PiP オブジェク トやタイ トルエフェク ト を追加したい
場合は、 DirectorZone ホームページの PiP オブジェク トパレッ トやタ
イ トルエフェク トパレッ トのをクリ ッ クして  ダウンロードする
ことができます。

CyberLink または他の CyberLink PowerDirector ユーザーが作成し、
DirectorZone にアップロード したテンプレート をダウンロード して
追加できます。
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素材のキャプチャ
 この章では、 CyberLink PowerDirector で使用する素材の取り込み方
法について説明します。 動画や音声をさまざまなソースから取り込
み、 直接ライブラリに保存することができます。
15



CyberLink PowerDirector
キャプチャモード
[ キャプチャ ] ボタンをクリ ックすると、 キャプチャモードに切り換
わります。 キャプチャモードの画面は、 次のように表示されます。 

注： キャプチャを行う前に、 作業方法に適したキャプチャ環境を設定し
て下さい。 詳し くは、 28 ページの 「キャプチャ環境設定」 を参照し

て ください。

情報表示領域
キャプチャしたファイルのサイズ
やハードディスク空き容量を表示
します。

クリ ップキャプチャ領域
キャプチャしたクリ ップ素材を
表示します。

キャプチャプレビューウィ ンド
ウ
キャプチャ中にクリ ップ素材を
表示します。

キャプチャデバイス （入力機器）
選択領域
入力機器を切り換えます。
 16



第 2 章 : 作成の準備
キャプチャオプシ ョ ン
以下のファイル形式のビデオクリ ップをキャプチャできます。

• MPEG-1

• MPEG-2

• MPEG-4

• AVI

取り込み機能の設定の多くは他のキャプチャモード と共有されます
が、 一部、 異なる場合があります。 

注： CyberLink PowerDirector のキャプチャ機能は、 バージ ョ ンにより異な

ります。 ご使用のバージ ョ ンで使用できる機能については、 Readme
ファイルを参照して ください。

キャプチャ制限オプシ ョ ン

CyberLink PowerDirector がキャプチャするビデオのサイズや録画時間
の制限を設定します。 上限に達すると、 キャプチャは自動的に停止
します。

• 最大録画時間を設定するには、 [ 時間制限 ] を選択して、 タイ

ムコードボックスに制限時間を入力します。

• 最大キャプチャサイズを設定するには、 [ サイズ制限 ] を選択

して、 制限サイズを MB 単位で入力します。

テキストマーク、 録画日、 時刻コードをキャプチャしたビデオに追
加するには、 をクリ ッ クします。
17
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注： CyberLink PowerDirector が DV/HDV ビデオ対応の RichVideo でコンテ

ンツをキャプチャする場合、 時間コードは自動的にキャプチャされ
ます。 ビデオクリ ップをタイムラインに置いたときに、 [ 時間情報 ]
ボタンでその時間コードを使う ことができます。 詳し くは、 56 ペー

ジの 「時間情報」 を参照して ください。

ビデオフレームから静止画を採取してプロジェク トに使うには、 ス
ナップシ ョ ッ ト を撮る個所で  をクリ ッ クすると画像ファイル
がメディアライブラリに保存されます。

注： 取り込まれた静止画ファイルのファイル形式は、 環境設定で指定す
ることができます。 詳細については、 24 ページの 「ファイル環境設

定」 を参照して ください。

DV カメラからのキャプチャ
ビデオファンに人気の高い DV カメ ラはデジタル形式で録画
するため、 コンピュータにデジタルで転送することができま
す。 さまざまな録画機能も使えます。 DV カ メ ラからの取り
込みは、 シーンひとつづつでも、 シーンをまとめて一括でも
行う ことができます。

注： DV カメ ラを USB でコンピュータに接続する場合は、 ビデオカメ ラが

直接ハード ド ライブに接続されている場合と同様に直接ビデオファ
イルをインポート します。 12 ページの 「素材の読み込み」 ビデオ

ファイルのインポートについては、 を参照して ください。

シーンのキャプチャ

ビデオカメラから 1 つの一シーンを取り込むことができます。 この
機能は、 長時間のビデオ全体をスキップなしで取り込みたい場合に、
特に便利です。
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DV バックアップ

DV バックアップ機能 を使用すると、 DV カメ ラから直接 DVD
に、 デジタルビデオをバックアップすることができます。

注： この機能には、 DVD 書き込みドライブが必要です。

DV カ メ ラからのバッチキャプチャ （一括取り込み）

バッチキャプチャは難し く思えますが、 非常に便利な機能で、 操作
も簡単です。 複数の動画アイテムを自動的に取り込むことができる
ため、 作業にかかる時間を短縮できます。 数分をかけてバッチキャ
プチャの操作を覚えれば、 カメ ラからビデオを取り込む際の時間を
節約できます。 CyberLink PowerDirector は DV カ メ ラでインターバル
を検索し （マニュアルでの設定も可能）、 それらを使用してバッチで
取り込みます。

自動バッチキャプチャ

自動バッチキャプチャ はビデオテープのシーンを素早く取り
込む機能です。

手動一括取り込み

手動一括取り込み では、 より詳細な設定が行えるので、 取り
込みたいシーンを確実に取り込むことができます。 取り込みたい
シーンが明確で、 そのテープ上の位置が分かっている場合は、 手動
一括取り込みを使います。
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HDV （ハイビジ ョ ン） カ メ ラからのキャ

プチャ ( 取り込み )
HDV （ハイビジ ョ ン） カ メ ラは高画質デジタル形式で録画す
るため、 コンピュータで使用する際に変換する必要がありま
せん。 また、 高度な録画オプシ ョ ンを備えたカメラもありま
す。 HDV カメ ラから CyberLink PowerDirector に映像を取り込
むことが可能です。

注： HDV カメラを USB でコンピュータに接続する場合は、 ビデオカメラ

が直接ハード ド ライブに接続されている場合と同様に直接ビデオ
ファイルをインポート します。 12 ページの 「素材の読み込み」 ビデ

オファイルのインポートについては、 を参照して ください。

TV からのキャプチャ ( 取り込み、 録画 )
お気に入りの TV 番組のシーンを作成ムービーに挿入したり、
録画することができます。

デジタル TV からのキャプチャ
お気に入りのデジタル放送 TV 番組のシーンを作成ムービー
に挿入したり、 録画することができます。

PC カメ ラからのキャプチャ
PC カ メ ラ ( ウェブカメ ラ ) は、 シンプルな映像を取り込むの
に便利で安価なハンディ カ メ ラです。
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マイクからのキャプチャ ( 録音 )
映像に音声を加えたい場合があります。 録音する音声ト ラ ッ
クの種類に関わらず、 マイクを使って音声を CyberLink 
PowerDirector のプロジェク トにキャプチャできます。

CD からの音楽のキャプチャ
お気に入りの音楽を使って、 本当に面白い、 個人的なムー
ビーを作成できます。 オーディオ CD から取り込んで、 音声
ト ラ ックと して CyberLink PowerDirector プロジェク トに追加
できます。

DVD からのキャプチャ
DVD から映像シーン （音声も含む） を CyberLink 
PowerDirector プロジェク トに取り込むことができます。

注： ディスクによっては、 取り込みできないようにコンテンツが保護さ
れている場合があります。
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シーンの検出と音声の抽出
CyberLink PowerDirector では編集作業をより簡単に行えるよう、 ビデ
オクリ ップのシーンの検出や、 音声の抽出といった機能を備えてお
り、 新しいクリ ップをメディアライブラリで別表示することもでき
ます。

ビデオクリ ップのシーン検出
シーンの検出機能は、 ビデオクリ ップに含まれるさまざまなシーン
を基に、 個別クリ ップを自動生成する機能です。 検出されたシーン
は元の動画を変更することな く、 他のクリ ップと同様、 作業領域で
さまざまな編集作業を行う ことができます。 また、 これらのクリ ッ
プは、 元のビデオクリ ップを変更することな く 、 結合したり、 完全
に削除したりできます。 ビデオクリ ップのシーンは、 キャプチャエ
リアと メディアライブラリのどちらからでも検出できます。

注： ファイル形式によってクリ ップに対するシーン検索の精度が異なる
場合があります。 その場合は、 シーン検索ダイアログボックスで
シーンを分割して ください。

検出したシーンは、 元のビデオクリ ップの下のサブフォルダに表示
されます。 これらは、 他のビデオクリ ップと同様に作業領域に追加
したり、 メディアライブラリで管理することができます。

検出したシーンを含むビデオクリ ップは、 メディアライブラリで表
示すると、 ク リ ップの右下隅に小さなフォルダアイコンが示されま
す。 クリ ップのシーンを表示するには、 フォルダアイコンをクリ ッ
クします。
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ビデオクリ ップから音声を抽出
ビデオクリ ップの音声のみを取り込みたい場合、 メディアファイル
で音声を右クリ ックしてから [ 音声の読み込み ] を選択してビデオ
クリ ップから音声を抽出保存することができます。 音声クリ ップは
動画から抽出され、 他の音声ファイルと同じように扱う ことができ
ます。
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PowerDirector 環境設定

CyberLink PowerDirector では、 ユーザの作業方法に合わせたビデオ作
成環境を設定することができます。 作品に取り掛かる前に、 好みに
合わせて設定を行いまし ょ う。 作品に製作中に、 必要に応じて設定
を変えることもできます。

フ ァイル環境設定
ファイルの環境設定を指定するには、  >  [ 編集 ] >  [ 環境設定 ] を
クリ ックし、 [ 環境設定 ] ダイアログボックスを開きます。 環境設定
ダイアログボックスが開き、 [ ファイル ] タブを表示します。 以下の
オプシ ョ ンが設定できます。

• インポート先 ： 最後にメディアを CyberLink PowerDirector に
インポート したフォルダを表示します。 このフォルダを変更
するには、 [ 参照 ] をクリ ッ クして、 新しいフォルダを選択し

ます。

• エクスポート先 ： CyberLink PowerDirector が取り込んだ素材

ファイルを保存するフォルダをデフォルト設定します。 この
フォルダを変更するには、 [ 参照 ] をクリ ックして、 新しい

フォルダを選択します。

• ファイル名 （キャプチャ） ： 取り込んだビデオファイルに付け
るデフォルトの名前を入力します。 CyberLink PowerDirector で
はこの名前に連番を自動的に付加して、 取り込んだ各ファイ
ルに固有のファイル名を作成します。

• 常にファイル名の変更ダイアログを表示する ： CyberLink 
PowerDirector がビデオクリ ップをキャプチャする都度ファイ

ル名の入力を促すメ ッセージを表示させるには、 このオプ
シ ョ ンを有効にします。

• ファイル名 （出力） ： CyberLink PowerDirector で出力したファ

イルに付けるデフォルトの名前を入力します。
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• ファイル名 （スナップシ ョ ッ ト ） ： 取り込んだスナップシ ョ ッ
ト （静止画） に付けるデフォルトの名前を入力します。
CyberLink PowerDirector ではこの名前に連番を自動的に付加し

て、 取り込んだ各ファイルに固有のファイル名を作成します。
プルダウンメニューからスナップシ ョ ッ トのファイル形式を
選択します。 ファイル形式は、 bmp、 .jpg、 .gif、 .png から選

択します。

• 常にファイル名の変更ダイアログを表示する ： スナップ
シ ョ ッ ト ( 静止画 ) を作成するごとに、 CyberLink 
PowerDirector ファイル名の入力を促すメ ッセージを表示させ

るには、 このオプシ ョ ン選択します。

• スナップシ ョ ッ ト保存先 ： 取り込んだスナップシ ョ ッ ト ( 静
止画 ) をファイルと して保存しない場合には、 保存先をプル

ダウンメニューから選択して ください。

• 可能な限りマスタービデオのサイズを使用 : スナップシ ョ ッ ト

（静止画） を、 取り込み時のプレビューウィンドウのサイズで
はな く、 オリジナルの動画のサイズで保存する場合に選択し
ます。 

• 最近使用したプロジェク トの数 :CyberLink PowerDirector の起

動時に、 [ ファイル ] メニューに表示される、 最近使用したプ

ロジェク トの数 （0 から 20） を入力します。

• PowerDirector 起動時に自動的に最新のプロジェク ト を開く

:CyberLink PowerDirector の起動時に、 最後に作業したファイ

ルを開くには、 このオプシ ョ ンを選択します。

• PowerDirector 起動時にサンプルクリ ップを自動的に開く

:CyberLink PowerDirector 起動時にメディアライブラリでサンプ

ルビデオファイルを開く ときにこのオプシ ョ ンを選択します。

全般環境設定
ファイルの環境設定を指定するには、  >  [ 編集 ] >  [ 環境設定 ] を
クリ ックします。 [ 環境設定 ] ダイアログボックスを開きます。 [ 全
般 ] タブをクリ ックします。 以下のオプシ ョ ンが設定できます。
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• 元に戻す回数 ： ムービー作成作業中に使用できる元に戻す機
能 (Ctrl+Z) の使用回数 （0 から 100） を入力します。 回数を増

やすと、 より多くの CPU のリソースを消費することになりま

す。

• TV 信号形式 ： ムービーを作成する地域の TV 信号形式 (NTSC 
または PAL) を選択します。 選択する信号形式は、 ( ディスク

に書き込む場合 ) 作成するムービーを再生する地域の TV 信号

形式と一致していな く てはなりません。

• アニメアイコンの使用 ： CyberLink  PowerDirector でアニメアイ

コンを使用する場合に選択します。

• タイムラインに音の波形を表示 : ビデオクリ ップ、 音楽クリ ッ

プ、 音声クリ ップの音声部分の音響レベルに対応するタイム
ラインに波形を表示する場合に選択します。

• ファイル処理を高速化してハイビジ ョ ンビデオを編集する
:CyberLink PowerDirector での高速ファイル処理を有効化して

ハイビジ ョ ン映像の編集を高速化する場合に選択します。 有
効にすると、 より多くの CPU リソースを消費することになり

ます。

• RichVideo 情報ファイルとして情報をファイルに追加する

:CyberLink PowerDirector で RichVideo 情報を素材ファイルに追

加するときに選択します。

• RichVideo 情報をオープンメディアダイアログで有効にする

:CyberLink PowerDirector でメディアライブラリに素材をイン

ポートするときに RichVideo 情報を表示するときに選択しま

す。

• ソフ トウェアの更新情報を自動チェ ックする :CyberLink 
PowerDirector で定期的に更新情報やバージ ョ ンを自動的に確

認するときに選択します。

• システムのデフォルトの言語を使用 :CyberLink PowerDirector
の表示言語をコンピュータのオペレーテ ィ ングシステムと同
じ言語にするときにこのオプシ ョ ンを選択します。
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• ユーザー定義 : このオプシ ョ ンを選択してから CyberLink 
PowerDirector で使用する表示言語をドロップダウンリス トか

ら選択します。

編集環境の設定
編集の環境設定を指定するには、  >  [ 編集 ] >  [ 環境設定 ] をク
リ ックします。 [ 環境設定 ] ダイアログボックスを開きます。 [ 編集 ]
タブをクリ ッ クします。 以下のオプシ ョ ンが設定できます。

• デフォルトの作業領域 ： CyberLink  PowerDirector でタイムライ

ンまたはストーリーボード作業領域をデフォルトで表示する
かどうかを選択します。

• ビデオト ラ ッ クのコンテンツを追加 / 削除するときにすべて

のト ラックをリンクさせる : タイ トル、 ビデオエフェク ト、

BGM、 PiP ク リ ップをビデオト ラ ックにリンクします。 このオ

プシ ョ ンを選択すると、 ビデオト ラ ッ クのビデオクリ ップを
移動する際に、 これらのアイテムも一緒に移動します。 この
オプシ ョ ンを無効にすると、 タイムラインのト ラ ッ クを個別
に操作できます。

• Magic Motion の使用時にト ランジシ ョ ンを挿入する ： Magic 
Motion ツールを使用してすべての写真に適用する際に前後の

写真の間にト ランジシ ョ ンを追加する場合に選択します。

• フレーム固定使用時にエフェク ト と タイ トルを追加 :CyberLink 
PowerDirector で [Freeze Frame] ボタンを押したときにタイムラ

インにエフェク トやタイ トルを自動追加するときに選択しま
す。

• 録画時間 ： タイムラインでの静止画ファイルやさまざまな特
殊効果に対し、 デフォルトの所要時間 （秒単位） を設定しま
す。

• プロジェク トの自動保存 :CyberLink PowerDirector で作業中の

プロジェク ト を自動保存するときに選択します。 保存の実行
間隔は指定することができます。 これにより、 停電やコン
ピュータのクラッシュ、 保存のし忘れによって作業結果が失
われるリスクを軽減することができます。
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確認メ ッセージの環境設定
ファイルの環境設定を指定するには、  >  [ 編集 ] >  [ 環境設定 ] を
クリ ックします。 [ 環境設定 ] ダイアログボックスを開きます。 [ 確
認メ ッセージ ] タブをクリ ッ クします。 以下のオプシ ョ ンが設定で
きます。

• TV 形式信号が一致しない場合、 確認メ ッセージを表示する ：

このオプシ ョ ンをせんた くすると、 作業領域のビデオクリ ッ
プの TV 信号形式 (NTSC/PAL) と一致しないビデオクリ ップを作

業領域に追加した場合に、 警告メ ッセージが表示されます。

• ハードディスクのファイルを削除可能にする : メディアライブ

ラリのファイルを削除する際にハードディスクからも削除し
たい場合は、 このオプシ ョ ンを選択します。

• 編集中にチャプタが削除されたら確認メ ッセージを表示する ：
このオプシ ョ ンを選択すると、 ビデオ編集中にチャプタが削
除された場合に警告メ ッセージを表示します。

• ワイド画面がサポート されていない場合は、 常にダイアログ
を表示する :CyberLink PowerDirector でワイド画面をサポート

していない場合に警告メ ッセージを表示するときにこのオプ
シ ョ ンを選択します。

キャプチャ環境設定
キャプチャの環境設定を指定するには、  >  [ 編集 ] >  [ 環境設定 ] 
をクリ ッ クします。 環境設定ダイアログボックスが開いたら、 [ キャ
プチャ ] タブをクリ ッ クします。 以下のオプシ ョ ンが設定できます。

• キャプチャしたファイル （素材） をライブラリに追加する ：
このオプシ ョ ンを選択すると、 キャプチャ後、 取り込みファ
イルをメディアライブラリに直接インポート します。

• キャプチャしたファイルを作業領域に追加する ： このオプ
シ ョ ンを選択すると、 キャプチャ後、 取り込みファイルをタ
イムライン / スト リーボードに直接インポート します。

• キャプチャにオーバーレイを使用する ： ビデオオーバーレイ
に対応していない古い VGA カードを使用してる場合を除き、
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キャプチャ中はこのオプシ ョ ンを有効にしておきます。 ( 無効

にすると、 オーバーレイ未対応の表示エラーを避けることが
できます。 )

• 吹き替え音声を自動的に置き換える ： このオプシ ョ ンを選択
すると、 録音中に吹き替えが重複する場合に新しい吹き替え
音声で上書きします。

• CyberLink MPEG@Best の使用 :MPEG ビデオをキャプチャする

際に、 処理速度と画質のバランスをとるときにこのオプシ ョ
ンを選択します。 

• キャプチャ中にシーンの検出を行わない ： キャプチャ中に
シーン検出機能を作動させないときにこのオプシ ョ ンを選択
します。

• キャプチャ後、 ビデオフレームの変更点でシーンを検出する ：
このオプシ ョ ンを選択すると、 ビデオのキャプチャ中にシー
ンの検出を行います。 シーンの検出では、 CyberLink 
PowerDirector が取り込んだフレームを比較して、 シーンの変

更箇所を識別します。 各シーンは録画中に各シーンごとに
ファイルに保存されます。

• キャプチャ中にタイムコードでシーンを別ファイルで検出す
る (DV-VCR モードのみ ) ： このオプシ ョ ンを選択すると、

シーンのブレーク信号を検出し、 各シーンを個別のファイル
に保存します。 （DV カメ ラは、 ユーザが REC( 録画 ) ボタンを

放すと、 テープ上にシーンブレーク信号を生成します。） この
機能は DV カ メ ラからのキャプチャの際にのみ使用できます。

• DV パラメータ ： このボタンをクリ ッ クして DV カメ ラのバッ

ファパラ メータを設定します。 バッファ時間を設定すると、
DV カメ ラと DV バッチキャプチャまたは DV 書き込みデバイ

スを同時にスタート させることができます。 バッファを使わ
ないと、 一括取り込みやテープへの書き込みはカメラが動作
する前にスタート します。
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出力の環境設定
出力の環境設定を指定するには、  >  [ 編集 ]  >  [ 環境設定 ] をク
リ ックします。 環境設定ダイアログボックスが開いたら、 [ 出力 ] タ
ブをクリ ックします。 以下のオプシ ョ ンが設定できます。

• 選択したト ラ ックのみを出力 ： このオプシ ョ ンを選択すると、
タイムラインで選択したト ラ ッ クのみを出力します。 選択し
ていないト ラ ックは出力されません。

• 3D スライ ドシ ョーの画質 ： 作成した 3D スライ ドシ ョービデ

オの画質を決めるときにこのスライダを使用します。 画像の
動きが遅いほどスライ ドシ ョーの画質が上がります。
CyberLink PowerDirector は、 コンピュータの 3D グラフ ィ ッ ク

カード ( インス トールされている場合 ) を使用して作成時間を

速めます。

DirectorZone の環境設定
出力の環境設定を指定するには、  > [ 編集 ] >  [ 環境設定 ] をク
リ ックします。 環境設定ダイアログボックスが開いたら、 
[DirectorZone] タブをクリ ッ クします。 以下のオプシ ョ ンが設定でき
ます。

• PowerDirector 起動時に DirectorZone に自動サインインする :
このオプシ ョ ンを選択してから電子メールアドレスおよびパ
スワードを入力してプログラムの起動時に CyberLink 
PowerDirector が自動的に DirectorZone にサインインするよう

指定します。 DirectorZone のアカウン トがない場合は、 [ アカ

ウン ト取得 ] ボタンをクリ ッ クします。

• DirectorZone が編集情報を収集する : このオプシ ョ ンを選択

すると、 DirectorZone で YouTube にアップロード された完成

プロジェク トでしよう したテンプレートの名前すべてを収集
できます。
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第 3 章 :

ストーリーの作成

これまでの章でビデオ、 写真、 音声の準備ができました。 この章では、 準
備した素材を使ってプロ級のビデオムービーやスライ ドシ ョーを作成する
手順を詳し く説明します。また、プロジェク ト情報の表示方法や制作中ムー
ビーのプレビュー方法についても説明します。

この章は以下の内容を説明しています。

• 32 ページの 「編集ウィンドウの概要」

• 41 ページの 「作業領域に素材を追加」

• 51 ページの 「作品のプレビュー」

• 53 ページの 「素材の編集」

• 58 ページの 「Magic Tools の使用」

• 62 ページの 「エフェク トの修正」

• 72 ページの 「音声のミキシング （調整） と吹き替え」

• 77 ページの 「チャプター」

• 79 ページの 「字幕」
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編集ウィンドウの概要
編集作業を始める前に、 編集ウィンドウについて知ることが大切で
す。 ここでは、 重要な特徴や機能について説明します。

プロジェク トの縦横比の設定
プロジェク トの作業を開始する前に、 ムービーの縦横比を設定する
必要があります。 デフォルトの縦横比は 4 : 3 です。 ただし、 ワイ ド
画面テレビで再生する場合は、 縦横比を 16 : 9 に変更すると使用す
るクリ ップもワイ ド画面形式になります。 素材の縦横比を変更する
場合は、 57 ページの 「ビデオクリ ップの縦横比の調整」 を参照して
ください。

プロジェク トの縦横比を設定するには、  >  [ 編集 ]  >  [ 縦横比 ]  >  
[4:3] または [16:9] をクリ ッ クします。 選択した縦横比でプレビュー
ウィンドウのサイズが変更されます。

注： アイテムをタイムライン / ストーリーボードに追加する前に、 動画の

縦横比を設定することは重要です。 後でプロジェク トの縦横比を変
更すると、 プロジェク ト を再起動する必要があります。
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ライブラリウィンドウ
ライブラリウィ ンドウは、 CyberLink PowerDirector の編集作業で使用
するすべての素材を管理する場所であり、 以下のように表示されま
す。 ライブラリウィ ンドウに表示される素材は、 選択した設定画面
により異なります。 

ライブラリウィ ンドウは次のように表示されます。

素材インポート ライブラリ メニュー

シーンの検出

フ ィルタ ドロップダウンリスト

ライブラリパレッ トボタン

素材ダウンロード

ライブラリ
オプシ ョ ン
の管理
33
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ライブラリに表示されるパレッ ト をコンテンツを切り替えるには、
ウィ ンドウ左側のボタンを使います。 これらのボタンを以下に示し
ます。

それぞれのボタンは編集機能ごとに割り当てられたパレッ ト を表示
します。 ライブラリはデフォルトで素材ウィンドウを表示します。
ボタンと機能は表示されるウィンドウに関係な く ライブラリで共通
です。

素材パレッ ト

素材パレッ トで、 プロジェク トで使う保存エリア、 ライブラ
リ、 素材が操作できます。 素材パレッ トに表示される素材の
タイプは、 フ ィルタ ドロップダウンリス トの選択により異な
ります。

素材パレッ ト ライブラリの管理

ライブラリボタンの管理 ]  を使ってライブラリの素材を管理し
ます。 以下が行えます。

• サブフォルダで素材を管理

• ライブラリの素材をファイルに保存 ( 再利用可能 )

素材パレッ トボタン

エフェクパレッ ト トボタン

タイ トルパレッ トボタン

ト ランジシ ョ ンパレッ トボタン

音声ミキシングパレッ トボタン

吹き替え録音パレッ トボタン

チャプターパレッ トボタン

PiP オブジェク トパレッ トボタン

字幕パレッ トボタン
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• ライブラリの全コンテンツを消去

エフェク トパレッ ト

エフェク トパレッ トには、 プロジェク トのビデオまたは画像
クリ ップに適用可能な特殊効果のライブラリが含まれていま
す。 詳し くは、 47 ページの 「ビデオエフェク トの追加」 を参
照して ください。

PiP オブジェク トパレッ ト

PiP オブジェク トパレッ トには、 ビデオや写真クリ ップに PiP
ト ラ ッ クを挿入できる画像のライブラリが含まれています。
オブジェク トには次の 3 類があります。

• 静止画像

• クリ ップ上を移動する画像

• クリ ップのフレームに追加可能な装飾境界線

挿入したオブジェク トは PiP ト ラ ッ クに表示され、 PiP デザイ
ナーで変更することができます。 詳し くは、 62 ページの 「オ
ブジェク トの修正」 を参照して ください。

タイ トルパレッ ト

タイ トルパレッ トには、 プロジェク トに適用するタイ トル、
クレジッ トの追加、 作品のコ メン トなどのライブラリが含ま
れています。 詳し くは、 49 ページの 「タイ トルエフェク ト
の追加」 を参照して ください。

ト ランジシ ョ ン

ト ランジシ ョ ンパレッ トには、 ビデオや画像クリ ップの間に
適用して表示を円滑にしたり、 より専門的に見せる ト ランジ
シ ョ ンのライブラリが含まれています。 詳し くは、 49 ページ
の 「ト ランジシ ョ ンの追加」 を参照して ください。
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音量ミキシングパレッ ト

音量ミキシングパレッ トには、 プロジェク トの音声ト ラ ック
を制御する ミキシング機能が搭載されています。 詳し くは、
73 ページの 「音声ミキシングパレッ トの音声レベルのミキ
シング」 を参照して ください。

吹き替え録音パレッ ト

吹き替え録音パレッ トは、 ビデオクリ ップを見ながら録音す
るナレーシ ョ ンの録音を制御します。 詳し くは、 75 ページの
「吹き替えの録音」 を参照して ください。

チャプタパレッ ト

チャプタパレッ トには、 チャプタポイン ト を自動または手動
で設定できるオプシ ョ ンが含まれています。 完成ディスクに
チャプタを設定すると、 再生時にメニューページから設定し
たチャプタポイン トにジャンプすることができます。 詳細に
ついては、 77 ページの 「チャプター」 を参照して ください。

字幕パレッ ト

字幕パレッ トでは、 手作業または .TXT/.SRT ファイルを直接
CyberLink PowerDirector にインポート して字幕を挿入するこ
とができます。 詳し くは、 79 ページの 「字幕」 を参照して
ください。
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作業領域
作業領域は [ 編集 ] ウィンドウの一部で、 素材やエフェク ト、 ト ラン
ジシ ョ ンなどをプロジェク トに追加することができます。 作業領域
には [ タイムライン ] と [ ストーリーボード ] の 2 種類の表示があ
り、 [ タイムライン ] ボタンまたは [ ストーリーボード ] ボタンをク
リ ックして切り替えます。

注： 27 ページの 「編集環境の設定」 で、 起動時にデフォルトで表示する

モードを設定できます。 

素材やエフェク ト を作業領域の特定のト ラ ックに読み込み、 それら
をス トーリーの別の場所に移動したり、 作業領域から削除すること
ができます。 ここでは、 クリ ップを適切なト ラ ックに追加する方法
や、 追加したアイテムを操作する方法について説明します。

タイムライン表示

タイムラインは、 プロジェク ト全体を経過時間を基に表示します。
この表示は、 エフェク トや字幕などを特定の位置に挿入したいとき
に便利です。 タイムラインは、 複数ト ラ ックを表示したり、 タイム
ライン上のト ラ ックの位置を確認できます。 タイムライン表示に切
り替えるには、 をクリ ックします。 
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素材のト ラック

タイムラインには、 次のト ラ ックがあります。

Track Manager( ト ラ ッ クマネージャ )

ト ラ ッ クマネージャでは PiP ト ラ ッ クをタイムラインに追加できる
ため、 同時に最大 6 つの PiP オブジェク ト を表示できます。 タイム
ラインに PiP ト ラ ッ クを追加するには、  をクリ ッ クしてから追加
したい PiP ト ラ ッ ク番号を選択します。

ト ラ ッ ク 詳細

マスタービデオト ラ ックにはプロジェク トのメイン
となるビデオまたは画像クリ ップを保管します。

エフェク ト ト ラ ッ クにはマスタービデオト ラ ッ クの
ビデオや画像クリ ップに適用する特殊効果を保管し
ます。 マスタービデオト ラ ッ クと同じ場所に保管さ
れます。

PiP ト ラ ッ ク  には、 PiP エフェク トの再生中に表示さ

れるマスタービデオト ラ ッ クに挿入されるビデオ /
画像クリ ップとオブジェク ト を保管します。 Track 
Manager( ト ラ ッ クマネージャ ) で最大 6 つの PiP ト

ラ ッ クがタイムラインに追加可能です。 PiP ト ラ ッ ク

はタイムライン上の順番に沿って番号が付けられま

す。

タイ トルト ラ ック  はマスタービデオト ラ ッ クのタイ

トルエフェク ト表示時間にクリ ップで表示するタイ
トルエフェク ト を保管します。

音声ト ラ ック  には、 吹き替えナレーシ ョ ンや副音声

クリ ップを保管します。

BGM ト ラ ッ ク  にはプロジェク トの主音声や音楽ク

リ ップを保管します。
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タイムラインに追加 PiP ト ラ ッ クを追加した後、 [ タイムラインに合
わせる ] ボタンをクリ ックすると、  すべてのト ラ ックを既存の
タイムラインに合わせて表示するため、 スクロールさせてト ラ ッ ク
を表示する必要がありません。

タイムラインのト ラックのロック / ロック解除

タイムラインのト ラ ッ クをロックするには、 ト ラ ッ クの左側にある
をクリ ッ クします。 ト ラ ッ クがロックされていると、 そのト ラ ッ

クにクリ ップを追加したり、 ト ラ ッ クに含まれるクリ ップを移動 ・
編集したりできません。 タイムラインのト ラッ クのロックを解除す
るには、 ト ラ ッ クの左端にある をクリ ッ クします。 ロック解除さ
れたト ラ ックは、 アイテムの追加、 移動、 編集が自由に行えます。
詳し くは、 51 ページの 「作品のプレビュー」 を参照して ください。

タイムラインのト ラックの表示 / 非表示

タイムラインのト ラ ックを非表示にするには、 プレビューウィンド
ウの [ ムービー ] をクリ ックし、 ト ラ ックの左端の  をクリ ッ クし
ます。 非表示のト ラ ックはプレビューウィンドウに表示されません。
こ うすると、 ト ラ ッ クごとにプロジェク ト をプレビューしたり、 作
業中のト ラ ックのみを表示することができます。 

タイムラインで非表示にしたト ラ ッ クを表示するには、 プレビュー
ウィンドウの [ ムービー ] をクリ ックし、 ト ラ ッ クの左端にある  
をクリ ッ クします。

ルーラの変更

スケールを変更することで、 タイムラインの表示を拡張したり、 縮
小することができます。 スケールを変更するには、 ルーラの内側を
クリ ックして、 ド ラ ッグします。 スケールを拡張すると、 表示が拡

大されるので、 アイテムやエフェク トの位置合わせに特に便利です。
また、 映像全体を表示するには、 スケールを短縮します。
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タイムラインズーム

タイムラインを拡大 / 縮小して表示全体を変更できます。 調整する
ことで、 タイムラインでムービーのコンテンツすべてを素早く把握
することができます。 拡大 / 縮小するには、 タイムライン下のスラ
イダを使います。

ス トーリーボード表示

ストーリーボードは、 基本的にプロジェク ト を映し出す 1 つの大き
なグラフ ィ ッ クディスプレイです。 ス トーリーボードは、 シーンや
作品全体を視覚的に捉えるのに便利です。 ス トーリーボード表示に
切り替えるには、 をクリ ッ クします。

注： ストーリーボード表示では映像素材のみ配置することができます。
この表示で使用できない機能を使う と、 CyberLink PowerDirector は自

動的にタイムライン表示に切り替わります。
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作業領域に素材を追加
素材やエフェク ト を作業領域に追加したら、 さらに編集作業を進め
ます。 短時間で完成させたい場合や、 手引きが必要な場合には、
Magic Movie ウィザードやスライ ドシ ョーデザイナを使用することも
できます。

素材クリ ップのタイプにより、 追加できる ト ラ ッ クが異なります。
例えば、 タイ トルはタイ トルト ラ ッ ク、 ト ランジシ ョ ンはト ランジ
シ ョ ン ト ラ ッ ク、 音声は音声または BGM ト ラ ッ クにのみ追加可能で
す。 素材クリ ップを選択すると、 追加できる ト ラ ッ クがハイライ ト
表示されます。

Magic Movie ウィザード
初めて編集する場合や、 編集の始め方などが不確かな場合には、
Magic Movie ウィザードが役に立ちます。 このツールを使えば、 簡単
な手順ですばらしいムービーを作成することができます。 ウィザー
ドで作成した作品は、 作業領域で編集や手直しして、 ファイル出力
したりディスクに書き込むことができます。

注： Magic Movie ウィザードには、 メディアライブラリのすべての素材を

使用するオプシ ョ ン、 作業領域内のすべての素材を使用するオプ
シ ョ ン、 そして選択した素材を使用するオプシ ョ ンがあります。 特
定の素材のみを使用する場合には、 事前にクリ ップを選択しておい
て ください。
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スライ ドシ ョー デザイナー
スライドシ ョーデザイナを使用して、 写真からダイナミ ッ クなスラ
イ ドシ ョーを簡単に作成することができます。 使用するすべての写
真をタイムラインにド ラッグし、 すべてを選択してから [ スライ ド
シ ョー ] ボタンをクリ ックしてスライ ドシ ョーデザイナーを起動し
ます。

スライ ドシ ョーデザイナーでは、 数々のスライ ドシ ョーテンプレー
ト を写真に適用することができます。 テンプレート を使う と、 さま
ざまなタイプのスライ ドシ ョーが作成できます。 [ 次へ ] をクリ ッ ク
するとプレビューウィンドウに切り替わり出力を見ることができま
す。 必要に応じて、 前のウィンドウに戻り、 別のテンプレート を選
択します。

• BGM を追加するには、 をクリ ッ クしてから使用したい音

声ファイルを選択します。
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注： スライドシ ョーに BGM を付けると、 CyberLink PowerDirector の Magic 
Slideshow 技術でスライ ドシ ョーの表示時間に合わせて写真を表示す

るよう同期します。

BGM 設定

スライドシ ョーで BGM を使う場合は、 [BGM 設定 ] をクリ ッ クして
次のようにスライ ドシ ョーの BGM 設定を行います。

• 必要に応じて、 プレビューボタンで音声ファイルを ト リ ミン
グし、 ト リ ミ ングバーのスライダーに始点と終点を設定しま
す。 

• 必要に応じて、 BGM 再生中に  をクリ ッ クして BGM の始点

を設定し、  で終点を設定します。

• 必要に応じて、 BGM のフェードイン  または フェードアウト効

果を選択します。

スライ ドシ ョー設定

[ スライ ドシ ョー設定 ] をクリ ッ クして次のようにスライ ドシ ョーの
設定をします。

• 録画時間 : この機能はスライ ドシ ョーの表示時間を設定しま

す。 [ 写真を音楽に合わせる ] を選択すると、 スライ ドシ ョー

の表示時間を選択した BGM の再生時間に合わせます。 [ 音楽

を写真に合わせる ] を選択すると、 タイムラインのスライ ド

シ ョー表示時間に合わせて BGM を調整します。

• 順序 : この機能はスライ ドシ ョーで写真を表示する順序を設定

します。 [ タイムライン順序 ] を選択すると、 タイムラインと

同じ順序で表示します。 [ 撮影日 / 時刻順 ] を選択すると、 写

真を撮影した日付と時刻を基にスライ ドシ ョーを表示します。
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セルスライ ドシ ョーの詳細設定

セルスライ ドシ ョーテンプレート を選択した場合は、 必要に応じて
プレビューウィンドウの [ 詳細設定 ] ボタンをクリ ッ クして、 手動で
スライ ドシ ョーを編集できます。

詳細設定ウィンドウでは、 次の操作ができます。

• プレビューボタンを使用してスライ ドシ ョーをプレビューし
ます。

• [ リ ミ ッ クス ] ボタンをクリ ッ クすると CyberLink 
PowerDirector が新しいセルスライ ドシ ョーを生成します。

• [ 写真の追加 ] をクリ ッ クすると、 セルスライ ドシ ョーに写真

を追加します。

• 必要に応じて、 新しいセルのプレビューエリアに写真をド
ラ ッグします。

• 未使用の写真ペインから写真を配置したいセルの場所にド
ラ ッグ ・ アンド ・ ドロップします。
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• 写真を選択してから、 [ フォーカスエリアの設定 ] ボタン  
をクリ ッ クすると写真セルでフォーカスしたい写真の個所を
指定します。

• スライ ドで表示可能な写真の最大数を示します。

ビデオ、 写真、 音声を作業領域に追加す
る

ここでは、 タイプ別に素材クリ ップを作業領域に追加する手順につ
いて説明します。

注： タイムラインの表示よりストーリーボードの方が見やすいため、 ク
リ ップを追加するときはストーリボードを表示する方が簡単です。
ただし、 ス トーリーボードの場合は、 ビデオト ラックにしかクリ ッ
プを追加することができません。 したがって、 ここではすべての手
順をタイムライン表示で説明します。

ビデオ / 写真クリ ップの追加

ビデオクリ ップと写真は、 マスタービデオト ラ ッ ク、 または PiP ト
ラ ッ クのいずれかに追加できます。

注： ト ラ ッ クマネージャではプロジェク トのタイムラインに PiP ト ラ ッ ク

を追加できるため、 同時に最大 6 つの PiP オブジェク ト をビデオで表

示できます。 詳し くは、 38 ページの 「Track Manager( ト ラ ックマ

ネージャ )」 を参照して ください。

ビデオ / 写真クリ ップを作業領域に加えるには、 次の操作をします。

• をクリ ッ クしてクリ ップをビデオト ラ ッ クに追

加します。 をクリ ッ クするとクリ ップを PiP ト

ラ ッ クに追加します。

• ビデオト ラ ッ クまたは PiP ト ラ ッ クの適用する位置にクリ ッ

プをド ラ ッグします。 マスタービデオト ラ ッ クにクリ ップを
追加するときは、 クリ ップの前後に空間を置く ことはできま
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せん。 マスタービデオト ラ ックの末尾に追加されたアイテム
は、 そのト ラ ックの最後のアイテムの直後に配置されます。

注： 複数のクリ ップを選択して一括して同じ ト ラックにド ラッグできま
す。 このとき、 すべてのクリ ップがド ラッグ先のト ラックと互換性
があることが必要です。

• 必要に応じて、 ク リ ップを右クリ ックして [ ビデオト ラ ッ ク

に追加 ] または [PiP ト ラ ッ クに追加 ] を選択します。

ビデオクリ ップと写真をマスタービデオト ラッ クに追加すると、
ムービーの基本的な枠組みが作れます。 素材を PiP ト ラ ッ クに加え
ると、 PiP エフェク トのみが作成されます。

注： ムービーの PiP エフェク ト をカスタマイズするには、 PiP デザイナー

を使用します。 詳し くは、 63 ページの 「PiP エフェク ト /PiP オブ

ジェク トの修正」 を参照して ください。

カラーボードの追加

カラーボードを使用すると、 ムービーに単一色のフレームを挿入で
きます。 カラーボードは、 ビデオ間のト ランジシ ョ ンや、 タイ トル
またはエンディングクレジッ トの背景などに使えます。

注： カラーボードはマスタービデオまたは PiP ト ラ ッ クのいずれかに追加

できます。

音声クリ ップの追加

音声クリ ップを追加して、 BGM やナレーシ ョ ンなどの音声ファイル
をムービーに追加できます。 CyberLink PowerDirector では音声素材と
して 2 つのト ラ ック （BGM と音声ト ラ ック） があり、 どちらにも配
置できます。

ビデオ / 写真クリ ップを作業領域に加えるには、 次の操作をします。

• をクリ ッ クして音声クリ ップを音声ト ラックに

追加します。 をクリ ッ クすると、 音声クリ ップを
BGM ト ラ ッ クに追加します。
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• 1 つ以上の音声クリ ップを音声ト ラ ックまたは BGM ト ラ ック

の適用する位置にドラ ッグします。 音声クリ ップはこのト
ラ ッ クの任意の位置に加えることができます。

• 必要に応じて、 ク リ ップを右クリ ックして [ 音声ト ラ ックに

追加 ] または [BGM ト ラ ックに追加 ] を選択します。

注： 音声ファイルはタイムラインの作業領域に加えることができます。
音声ファイルをストーリーボードの作業領域にドラッグすると、 作
業領域は自動的にタイムライン表示に切り替わります。

ビデオエフェク ト、 オブジェク ト、 タイ
トル、 およびト ランジシ ョ ンの追加

ここでは、 ビデオエフェク ト、 オブジェク ト、 タイ トル、 およびト
ランジシ ョ ンを作業領域に追加する方法について説明します。

注：  ビデオエフェク ト、 オブジェク ト、 タイ トル、 ト ランジシ ョ ンをタ

イムラインの作業領域に追加することができます。 上記効果のいず
れかをストーリーボードの作業領域にドラッグすると、 自動的にタ
イムライン表示に切り替わります。

ビデオエフェク トの追加

ビデオエフェク ト をタイムラインクリ ップの一部に追加するには、
次を実行します。

• をクリ ッ クして、 エフェク ト をエフェク ト ト

ラ ッ クのタイムラインスライダの現在の位置に追加します。

• エフェク トパレッ トからあるエフェク ト を適用したいマスタ
ビデオト ラ ックのエフェク ト ト ラ ッ ク直下のクリ ップにド
ラ ッグします。

• エフェク ト を右クリ ックしてから [ タイムラインに追加 / 置き

換え ] を選択すると、 タイムラインスライダの現在の位置に

追加あるいは置き換えます。
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• をクリ ッ クしてから、 [ ビデオエフェク ト をランダムに追

加する ] を選択すると、 エフェク ト をタイムラインスライダ

の現在の位置にランダムに追加することができます。

注： [ 修正 ] ボタンをクリ ックすると、 エフェク トのオプシ ョ ンを変更し
ます。 62 ページの 「エフェク トの修正」 を参照して く ださい。

ビデオエフェク ト をタイムラインのクリ ップ全体に追加するには、
次の操作をします。

• エフェク ト を選択してからマスタービデオト ラ ックにド ラ ッ
グし、 適用するクリ ップの上でドロップします。 ビデオエ
フェク トがそのクリ ップ全体に適用されます。

注： [ エフェ ク ト ] ボタンをクリ ックすると、 エフェク トのオプシ ョ ンを
変更します。 詳し くは、 62 ページの 「エフェク トの修正」 を参照し

て ください。

PiP オブジェク トの追加

タイムラインに PiP オブジェク ト を追加するには、 次の操作をしま
す。

注： ト ラ ッ クマネージャではプロジェク トのタイムラインに PiP ト ラ ッ ク

を追加できるため、 同時に最大 6 つの PiP オブジェク ト をビデオで表

示できます。 詳し くは、 38 ページの 「Track Manager( ト ラ ックマ

ネージャ )」 を参照して ください。

• PiP オブジェク トパレッ トからオブジェク ト を PiP ト ラ ッ クの

適用する位置にド ラ ッグします。

• オブジェク トのト ラ ックをタイムラインスライダの現在の位
置に追加または置き換えるには、 オブジェク ト を右クリ ック
して [ タイムラインに追加 / 置き換え ] を選択します。

注： DirectorZone ホームページから PiP オブジェク ト をダウンロードする

ことができます。 詳し くは、 14 ページの 「DirectorZone のテンプ

レートをダウンロード」 を参照して ください。
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オブジェク ト を PiP ト ラ ックに追加したら、 [ 修正 ] ボタンをクリ ッ
クしてオブジェク トの位置やモーシ ョ ンなどを PiP デザイナーで編
集します。 詳し くは、 63 ページの 「PiP エフェク ト /PiP オブジェク
トの修正」 を参照して ください。

タイ トルエフェク トの追加

タイ トルエフェク ト をタイムラインに追加するには、 次の操作をし
ます。

• ライブラリ下の ボタンをクリ ッ クして、 タイム
ラインスライダの現在の位置でタイ トルをタイ トルト ラ ッ ク
に追加できます。

• エフェク ト をタイ トルパレッ トからタイ トルト ラ ッ クの適用
する位置にドラ ッグします。

• をクリ ッ クしてから、 [ タイ トルエフェク ト をランダムに

追加する ] を選択すると、 タイ トルをタイムラインスライダ

の現在の位置にランダムに追加することができます。

注： DirectorZone ホームページからタイ トルテンプレート をダウンロード

することができます。 詳し くは、 14 ページの 「DirectorZone のテン

プレートをダウンロード」 を参照して ください。

開いたタイ トルデザイナーでタイ トルエフェク ト を編集できます。
詳し くは、 67 ページの 「タイ トルエフェク トの修正」 を参照して く
ださい。

ト ランジシ ョ ンの追加

ト ランジシ ョ ンをタイムラインに追加するには、 次の操作をします。

• ト ランジシ ョ ンパレッ トから ト ランジシ ョ ンエフェク ト を選
択し、 適用するマスタービデオト ラ ッ クのクリ ップの間にド
ラ ッグします。

注： ト ランジシ ョ ンの表示時間を設定できます。 詳し くは、 54 ページの

「クリ ップ表示時間の設定」 を参照して ください。
49



CyberLink PowerDirector
ト ランジシ ョ ンをタイムラインのすべてのクリ ップにランダムに追
加するには、 次の操作をします。

• タイムラインにあるクリ ップすべてにト ランジシ ョ ンをラン
ダムに追加するには、 ト ランジシ ョ ンをクリ ッ クして、 ライ

ブラリ下の ボタンをクリ ッ クします。

• タイムラインにあるアイテムすべてにフェード ト ランジシ ョ
ンをランダムに追加するには、 ト ランジシ ョ ンをクリ ックし

て、 ライブラリ下の ボタンをクリ ッ クします。

• ライブラリウィ ンドウで をクリ ッ クしてから、 [ ランダム

に追加する （すべてのアイテム） ] または [ フェードを追加す

る ( すべてのアイテム） ] を選択します。
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作品のプレビュー
ビデオを作成中は、 作品をプレビューして確認することができます。
CyberLink PowerDirector では、 2 種類の方法で作品をプレビューでき
ます。 プレビューは、 特定のアイテムのみでも、 作品全体でも可能
です。

プレビューウィンドウ
素材をプレビューする最も簡単な方法は、 ライブラリ右側のプレ
ビューウィンドウで再生することです。 ライブラリまたは作業領域
に表示される素材はすべてこのウィンドウでプレビューできます。
ただし、 プレビューボタンはビデオと音声素材にしか使用できませ
ん。

時間表示

検索方法

スライダ

ムービー
プレビューウィンドウを開く

アイテム
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素材ビューア
素材ビューアはプレビューウィンドウと似ていますが、 プレビュー
ウィンドウより大きい画面で表示されます。

素材ビューアを起動するには、 プレビューウィンドウで をク
リ ックします。

素材ビューアは素材クリ ップを表示するほか、 作品全体をサイズ変
更可能なウィンドウで表示することができます。 
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素材の編集
素材を作業領域に用意したら、 編集作業を始められます。 編集作業
には、 ビデオや音声クリ ップから不要なセクシ ョ ンを削除したり、
ビデオクリ ップの速度を調節したり、 エフェク ト を適用したり、 と
いったさまざまな処理があります。 ここでは、 素材ごとに、 適用で
きる編集処理について説明します。

注： ここで説明する機能は、 タイムライン表示でのみ実行できます。

ク リ ップの分割
素材クリ ップをタイムラインスライダの位置で分割できます。 この
操作手順は、 ト ランジシ ョ ン以外のどのタイプのアイテム （ビデオ、
写真、 音声またはエフェク ト） でも同じです。

注： ビデオや音声クリ ップを分割しても、 内容は削除されません。 分割
したビデオや音声クリ ップは、 基の表示時間の長さまで延長するこ
とができます。

ビデオと音声クリ ップのト リ ミング
外部の入力機器から取り込んだビデオクリ ップには、 先頭部分や終
了部分、 あるいはシーン間に不要な部分が含まれていることがあり
ます。 これらの不要部分は、 CyberLink PowerDirector のト リ ミ ング機
能を使用して簡単に削除できます。

同様に、 音声クリ ップをビデオクリ ップの表示時間に合わせたい場
合も、 音声クリ ップを希望の長さにト リ ミングできます。

注： ビデオや音声クリ ップを ト リ ミ ングしても、 内容は削除されません。

シンプルト リムまたはマルチカッ ト を行えます。 マルチカッ トは、
ビデオクリ ップの複数箇所を ト リ ミングして別のクリ ップを作成し
ます。 このクリ ップは元のクリ ップとは全く別のクリ ップです。 マ
ルチカッ ト ツールを使用して、 シーンを検出することもできます。
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この場合、 検出されたシーンはオリジナルのビデオクリ ップから分
割されず、 クリ ップに区切りの位置のみが記録されます。

• ビデオまたは音声クリ ップをシンプルト リムするには、 変更
するクリ ップを選択して [ ト リ ミ ング ] をクリ ックします。

• ビデオまたは音声クリ ップをマルチカッ トするには、 変更す
るクリ ップを選択して [ マルチカッ ト ] をクリ ックします。

注： さらに厳密に （例えば、 フレームレベルなどで） ト リ ミ ングする場

合は、 をクリ ックしてタイムラインの虫眼鏡機能を起動して、

ズームイン やズームアウト を使用します。

ク リ ップ表示時間の設定
タイムラインでは、 次の時間設定がきます。

• 写真 1 枚の表示時間

• タイ トルエフェク トの表示時間

• マスタービデオト ラ ックに適用したエフェク トの表示時間

• PiP エフェク トやオブジェク トの表示時間

• ト ランジシ ョ ンの実行時間

クリ ップの表示時間を設定するには、 次のいずれかの手順を行いま
す。

• クリ ップを選択してきから、 [ 所要時間 ] ボタンをクリ ックし

て、 [ 所要時間の設定 ] ウィンドウで所要時間を入力してか

ら、 [OK] をクリ ッ クします。 

• クリ ップを右クリ ックしてから、 [ 所要時間 ] を選択して、 [
所要時間の設定 ] ウィンドウで設定したい所要時間を入力し、

[OK] をクリ ックします。
 54



第 3 章 : ストーリーの作成
• クリ ップを選択してから、 カーソルをクリ ップの一方の端に
移動して、 ク リ ップの端を設定する位置にドラ ッグします。

注： ト ランジシ ョ ンは、 適用される最も短いクリ ップの表示時間の半分
の長さまで伸ばすことができます。

素材クリ ップ全体のミ ュート
素材クリ ップ全体で音声出力を ミ ュートできます。 これは、 クリ ッ
プを右クリ ックして、 [ ミ ュート クリ ップ ] を選択します。 追加した
ボリュームキーは非表示になります。

ミ ュート を解除するには、 クリ ップを右クリ ックして、 [ ミ ュート ク
リ ップ ] を無効にします。 ボリュームキーは復元されます。

ビデオクリ ップ速度の変更
スローモーシ ョ ン効果や高速モーシ ョ ン効果は、 見る者の注意を引
き付け、 ムービーのリズムを変えることができます。

ビデオクリ ップの速度を変えるには、 変更するクリ ップを選択して [
速度 ] をクリ ッ クします。
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注： 音声を伸長したビデオクリ ップは、 速度を 0.5 倍から 2 倍の間で変更

できます。 音声を ミ ュート したクリ ップは、 速度を 0.10 倍から 10 倍

の間で変更できます。 

フレーム固定エフェク ト
[ フレーム固定 ] ボタンを使う と即座にフレーム固定機能がビデオに
適用されます。 

ビデオで静止したい個所を選択してから、 [ フレーム固定 ] をクリ ッ
クすると CyberLink PowerDirector がそのフレームのスナップシ ョ ッ
ト を撮り、 タイムラインに挿入します。 ビデオエフェク トやタイ ト
ルテンプレートにも挿入されるため、 ビデオ再生中にこの機能を使
う こともできます。 挿入した写真やエフェク ト を編集してフレーム
固定エフェク トが効果的に働く よう調整します。

環境設定のオプシ ョ ンを選択して、 CyberLink PowerDirector がエフェ
ク ト を挿入しないよう設定することもできます。 詳し くは、 27 ペー
ジの 「編集環境の設定」 を参照して ください。

時間情報
RichVideo ビデオまたは EXIF 画像をタイムラインに追加すると、 [ 時
間情報 ] ボタンが有効になります。 [ 時間情報 ] ボタンをクリ ッ クす
ると、 日付キャプシ ョ ン、 またはキャプチャ元のタイムコードが有
効になります。 必要に応じて、 ビデオや画像にテキスト注釈を追加
することもできます。

ビデオクリ ップインターレース形式の設
定

ビデオクリ ップにはすべて、 インターレース (TV) 形式が設定されて
います。 これは、 フレームの表示方法を指定したもので、 ビデオク
リ ップの TV 形式に不一致や不正がある場合には、 最終出力の画質を
落とすことになります。
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作成したムービーを出力する前に、 ビデオクリ ップはすべて同じ TV
形式に設定します。 CyberLink PowerDirector は通常、 正しい形式を検
出および提案しますが、 一部のインターレースビデオ （動きが非常
にすく ないビデオ） では、 判定を誤ってプログレッシブビデオとす
る場合があります。

CyberLink PowerDirector では DVD、 SVCD、 DV-AVI に対して、 自動的
にインターレースビデオを出力するため、 形式を間違って設定した
ことが確かな場合にのみ、 この設定を変更して ください。

注： これは、 完成ビデオの画質に大き く影響するため出力前に必ず実行
しな く てはならない重要な作業です。

ビデオクリ ップの TV 方式を設定するには、 インターレース形式に設
定したいビデオクリ ップを右クリ ックし、 [ インターレース / プログ
レッシブ ] を選択します。

ビデオクリ ップの縦横比の調整
ビデオクリ ップの縦横比は通常、 4:3 または 16:9 のいずれかに設定
されます。 素材や再生メディアに応じて、 動画の縦横比を調整でき
ます。 出力前に、 すべての動画アイテムの縦横比をプロジェク トの
縦横比に一致するように設定して ください。

4:3 と 16:9 の縦横比の映像が混在している場合、 以下の 2 つのオプ
シ ョ ンが使用できます。

プロジェク トの縦横比が 4:3 である場合に、 16:9 のクリ ップを使用
したムービーを出力するには、 縦横比を調整したいビデオクリ ップ
を右クリ ックし、 [ 縦横比の設定 ] を選択します。
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Magic Tools の使用

CyberLink  PowerDirector の Magic Tools は、 音声、 ビデオ、 画像など
のクリ ップを簡単に加工することのできる一連の機能で、 以下の
ツールがあります。 Magic Tools を使用すると、 作品にクリエイテ ィ
ブなスタイルを持たせたり、 ぴったりの BGM をつけたりできます。
CyberLink PowerDirector には、 次の Magic Tools があります。

• Magic Movie ウィザード : スタイリ ッシュなエフェク ト と ト ラ

ンジシ ョ ンを組み合わせて映像を作成します。 

• Magic Clean: 音声、 ビデオ、 画像などのクリ ップをクリーニン

グします。

• Magic Motion: 画像クリ ップをズームおよびパンします。

• Magic Cut: ビデオの長い部分を自動的に短縮して、 最高の場

面を含んだより短いビデオにします。

• Magic Fix: 手ぶれしたビデオの修正、 赤目の除去、 写真のピン

ボケを補正します。

• Magic Style: 予めデザインされたスタイルテンプレートでプロ

フェ ッシ ョナルなムービーを自動的に作成します。

• Magic Music: 表示時間に合わせて自動的に調整した BGM を追

加します。
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Magic Movie ウィザード
初めて編集する場合や、 編集の始め方などが不確かな場合
には、 Magic Movie ウィザードが役に立ちます。 このツール
を使えば、 簡単な手順ですばらしいムービーを作成するこ
とができます。 Magic Movie で作成した作品は、 作業領域で
編集や手直しして、 ファイル出力したりディスクに書き込
むことができます。 この機能の使用方法の詳細は、 41 ペー
ジの 「Magic Movie ウィザード」 を参照して ください。

Magic Clean
CyberLink PowerDirector の Magic Clean は、 画像ファイル、 ビ
デオファイル、 音声ファイルのクリーンアップに使用できま
す。 このツールを使う と、 ビデオクリ ップはよりシャープで
明る く、 音声クリ ップはよりクリアになります。 色と明るさ
の調整がホワイ トバランスの変更と同時に行えます。

Magic Motion
CyberLink PowerDirector の Magic Motion ツールは画像クリ ッ
プをズームまたはパンさせて動画効果を加えます。 単純な
スライ ドシ ョーを魅力的なプレゼンテーシ ョ ンに変えるこ
とのできるツールでもあり、 Magic Music と組み合わせて使
用すると、 より効果的です。 プロジェク トの写真ごとに異
なるモーシ ョ ンテンプレート を選択し、 Magic Motion 
Designer で動画編集を加えます。

Magic Motion Designer
モーシ ョ ンテンプレート を選択して写真に適用したら、 Motion 
Designer を選択して写真の動きをカスタマイズします。 動きの変更
の仕方については、 48 ページの 「PiP オブジェク トの追加」 の PiP プ
ロジェク トのモーシ ョ ン変更、 回転、 速度の説明を参照して くださ
い。
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Magic Cut
Magic Cut ツールでは、 長いビデオクリ ップから不要な部分
を自動的に切り取り、 残したい部分のみで構成された任意
の長さに短縮することができます。 Magic Cut 機能は 「マ
ジック」 ビデオ技術を使い、 不必要と思われるセクシ ョ ン
を排除しながら、 最も興味深い瞬間を検出 ・ 保持していま
す。 Magic Cut は、 長いビデオを短いクリ ップに縮小します。
例えば、 1 時間のビデオを 10 分に短縮することも可能です。

注： 切り取りたいビデオクリ ップの長さが 15 分未満で、 既に編集された

り、 重要な部分を含んでいる場合は、 手動で編集 （例えば、 マルチ
カッ ト機能などを使用） したほうがよい場合があります。 53 ページ

の 「ビデオと音声クリ ップのト リ ミ ング」 を参照して ください。

Magic Fix
Magic Fix ツールを使えば、 手ぶれした動画を補正して安定
させることができます。 手ぶれの度合いに応じて、 補正レ
ベルが調節できます。 Magic Fix は、 顔を自動的に検出して
赤目を除去し、 焦点がぼけた静止画の焦点を改善すること
もできます。

Magic Style
Magic Style は、 予めデザインされたスタイルテンプレート
により、 プロフェ ッシ ョナルな映像を自動的に作成する
ツールです。 Magic Style には、 オープニングシークエンス、
ト ランジシ ョ ン、 エフェク トが含まれています。 このツー
ルは、 オープニングタイ トルや動画エフェク ト、 ト ランジ
シ ョ ンなどの設定に時間を費やさずに、 素晴らしい表示効
果のあるムービーを作成したい場合に、 完璧なツールとな
ります。
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注： Magic Style テンプレートは、 オンラインで追加購入できます。 詳細

は、 4 ページの 「ソフ トウェアのアップグレード」 を参照して くださ

い。

Magic Music
Magic Music は、 BGM クリ ップの再生を自動的に調整し、 円
滑なカッ トオフが得られるように音声を微調整します。 写
真スライ ドシ ョーの編集などに最適なツールです。

注： SmartSound 関連の著作権や購入情報を見るには、 [SmartSound] ボタ

ンをクリ ックします。
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エフェク トの修正
エフェク トの多くには、 適用レベルの調節や個別設定が可能なオプ
シ ョ ンを備えています。 ここでは、 CyberLink PowerDirector における
オプシ ョ ン設定の機能や操作手順について説明します。 このセク
シ ョ ンにある操作手順をマスターすると、 デジタルビデオ編集に熟
達する上で大変役立ちます。

エフ ェク トの修正
ビデオエフェク トは、 適用したいビデオや画像クリ ップの時間位置
にあるエフェク ト ト ラ ッ クに適用されます。 また、 ビデオエフェク
トの所要時間内に表示されるマスタービデオト ラ ッ クのクリ ップに
のみ適用されます。

ビデオエフェク ト を修正するには、 エフェク ト ト ラ ッ クのエフェク
ト を選択してから、 [ 修正 ] をクリ ッ クします。 ク リ ップ全体に適用
したエフェク ト を修正するには、 クリ ップを選択してから [ エフェ
ク ト ] をクリ ッ クします。 ビデオエフェク トに適用できる修正は、
そのエフェク トのプロパティにより異なります。

注：  クリ ップ全体に適用したエフェク ト を削除するには、 エフェク ト修

正オプシ ョ ンウィ ンドウでエフェク ト名の選択を解除します。

オブジェク トの修正
PiP オブジェク トパレッ トから PiP ト ラ ッ クにオブジェク ト を挿入す
ると、 そのオブジェク トには他の PiP 写真やビデオと同じプロパ
テ ィが備わります。 オブジェク トのサイズや位置を変更したり、
シャ ドウ （影） の追加やクロマキー効果などを適用することができ
ます。

オブジェク トによっては、 定義済みのモーシ ョ ン効果が適用されて
いるものがありますが、 このモーシ ョ ンは変更できます。 また、 静
止オブジェク トにモーシ ョ ンを適用することもできます。 オブジェ
ク トの変更は、 次の手順で行います。
 62



第 3 章 : ストーリーの作成
PiP エフェク ト /PiP オブジェク トの修正
PiP （Picture-in-Picture） エフ ェク ト を使う と、 画像、 ビデオ、 オブ
ジェク ト を既存の画像、 ビデオ、 オブジェク トにオーバーレイして
挿入します。 PiP デザイナーを使う と、 重ねるクリ ップの透明度、 位
置、 モーシ ョ ン、 およびその他のプロパテ ィを修正できます。

注： PiP デザイナーでオプシ ョ ンを調整すると、 適用した状態が即座にプ

レビュー表示されます。

PiP デザイナーを開く手順

• PiP ト ラ ックのアイテムを選択してから [ 修正 ] をクリ ッ クし

ます。

• PiP オブジェク トパレッ トで、  をクリ ッ クし、 カスタマイズ

した画像をインポート して新しいオブジェク トテンプレート
を作成します。

• PiP オブジェク トパレッ トで、 既存の PiP オブジェク ト を選択

してから をクリ ッ クして既存のテンプレート を編集しま

す。

PiP エフェク トのサイズと位置の修正

PiP エフェク トの素材クリ ップやオブジェク トのサイズと位置を変更
できます。 変更できる大きさに制限はありません。 クリ ップを小さ
く縮小したり、 下の素材ファイルが完全に見えな く なるまで拡大す
ることもできます。 

サイズ、 位置、 方向の修正方法

• コーナーまたは側面をクリ ック ・ アンド ・ ド ラ ッグして PiP
オブジェク トのサイズを変更します。

注： [ 縦横比を保持する ] の選択を解除して PiP オブジェク トのサイズを

自由に変更します。

• PiP オブジェク ト をクリ ッ クしてから新しい位置にドラ ッグし

ます。
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• PiP オブジェク トの上部にある緑色の点をクリ ックして方向を

変更します。

PiP へのクロマキー効果の適用

写真やビデオクリ ップで色を選択してその下にある画像やビデオを
表示させてクロマキー 効果を追加することができます。 このエ
フェク トで除去した色の部分は透明になります。

PiP エフェク トにシャ ドウを追加

PiP エフェク トのクリ ップやオブジェク トにシャ ドウ （影） を追
加できます。 オプシ ョ ンを使用して、 シャ ドウの色やサイズを変更
したり、 透明効果やぼかし効果を追加することができます。

境界線を PiP エフェク トに追加

PiP エフェク トのクリ ップやオブジェク トの周囲に境界線 を追加
できます。 オプシ ョ ンを使用して、 境界線の色やサイズを変更した
り、 透明効果やぼかし効果を追加することができます。

フレームを PiP エフェク トに追加

PiP Designer を使う と、 PiP 写真、 ビデオ、 オブジェク トの周りに
ク ッキー型で切り抜いたようなフレームを追加できます。 このフ
レームは PiP 写真、 ビデオ、 オブジェク トの一部が切り抜き、 PiP エ
フェク ト をク リエイテ ィブな形で残します。

PiP エフェク ト透明度の設定

透明度スライダを使用して PiP Designer の PiP エフェク トの透明度レ
ベルを設定して、 エフェク トの透明度を設定できます。 

注： 透明度スライダはモーシ ョ ンタブにあります。
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PiP エフェク トにモーシ ョ ンを追加

PiP 画像、 ビデオ、 オブジェク トにモーシ ョ ン （動画） 効果を追加し
て画面に動きを加えられます。 予め定義されたモーシ ョ ンから選ぶ
ことも、 モーシ ョ ンをカスタマイズ作成することもできます。 PiP エ
フェク トにフェードイン / フェードアウト効果を適用することもで
きます。

注： オブジェク トには、 定義済みのモーシ ョ ン効果が既に適用されてい
る場合もあります。 このようなオブジェク トに別の定義済みのモー
シ ョ ンを適用するには、 次の操作を行います。

PiP エフェク トに定義済みのモーシ ョ ンを追加

PiP エフェク トに定義済みのモーシ ョ ンを加えるには、 [ モーシ ョ ン ]
タブをクリ ッ クして、 PiP モーシ ョ ン効果のオプシ ョ ンを表示し、 一
覧から適用するモーシ ョ ン効果を選択します。

PiP エフェク ト回転のカスタマイズ

PiP エフェク トの回転をカスタマイズするには、 [ 回転設定 ] セク
シ ョ ンで、 PiP の回転角度を入力し、 次のいずれかを選択します。

• PiP エフェク ト を時計回り に回転する。

• PiP エフェク ト を反時計回り に回転する。

PiP エフェク トのモーシ ョ ンカスタマイズ

PiP デザイナーでは、 キーフレームを使用して、 PiP エフェク トの移
動パスをカスタマイズできます。 キーフレームの位置を変更するこ
とで、 PiP エフェク トが移動するパスを変更できます。 

注： オブジェク トには、 定義済みのモーシ ョ ン効果が既に適用されてい
る場合があります。

PiP エフェク トのモーシ ョ ンをカスタマイズするには、 次の操作をし
ます。 
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• 既存のキーフレームをプレビューウィンドウの新しい位置に
ドラ ッグします。 PiP エフェク トは変更したキーフレームに

沿って移動します。

• パスラインをド ラ ッグして PiP エフェク トのパスを変更する

と、 キーフレームまで移動します。

• [ キーフレーム追加 ] ボタン  をクリ ッ クして必要な個所に

新しいキーフレームを追加します。

注： [ キーフレームの削除 ] ボタン を使用して、 ハイライ ト した位置

ポイン ト を削除します。 ただし、 PiP エフェク トのモーシ ョ ンパスに

は、 最低 2 つのキーフレームが必要です。

PiP エフェク トモーシ ョ ン速度のカスタマイズ

PiP エフェク トのモーシ ョ ン速度を完全制御できます。 次の 3 つの要
因で PiP エフェク トのモーシ ョ ン速度が決まります。

タイムラインの PiP クリ ップの表示時間 

PiP クリ ップが長いほど、 PiP オブジェク トのモーシ ョ ンが遅く なり
ます。 例えば、 PiP クリ ップが 10 秒の場合、 PiP エフェク トがモー
シ ョ ンを完全に適用するのに 10 秒かかります。

キーフレーム間の距離

キーフレーム間の距離は、 PiP エフェク トモーシ ョ ンの速度に影響し
ます。 キーフレーム間の距離が遠いほど、 PiP エフェク トが次のキー
フレームに到達するまでの時間が短く なります。

キーフレームタイムライン

キーフレームタイムラインはプレビューウィンドウの下にあります。
モーシ ョ ンパスのキーフレームは、 それぞれキーフレームのタイム
ラインに対応した印 ( マーカー ) が付いています。

タイムラインの PiP クリ ップが 10 秒の場合は、 キーフレームのタイ
ムラインも 10 秒です。 PiP エフェク トのモーシ ョ ン速度を上げるに
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は、 キーフレームのマーカーを前のキーフレームのマーカーに近づ
けます。 

必要に応じて、 一時停止するために必要な長さのあるキーフレーム
タイムラインのキーフレームマーカーを拡張して PiP エフェク ト を
瞬間的に停止することができます。 

PiP テンプレートの保存と共有

PiP テンプレートの修正が終了したら、 PiP オブジェク ト ライブラリ
に保存して後で使用したり、 DirectorZone にアップロード して共有
したりすることができます。

• [ 保存 ] をクリ ッ クして修正したテンプレート を PiP オブジェ

ク ト ライブラリに保存します。

• [ 共有 ] をクリ ッ クしてカスタマイズしたテンプレート を

DirectorZone にアップロード します。

• をクリ ッ クして 修正した PiP エフェク トのモーシ ョ ンパ

スをユーザー定義パスとして保存します。

タイ トルエフェク トの修正
タイ トルエフェク ト を使用して、 開始画面のタイ トルや、 本編中の
字幕やテロップ、 終了画面のクレジッ トなどの、 テキスト をムー
ビーに追加できます。 テキスト自体のスタイルを変更できるだけで
な く、 テキスト を画面上で動かすこともできます。 タイ トルは、 タ
イ トルの所要時間内に表示されるマスタービデオト ラ ッ クのクリ ッ
プにのみ適用されます。

タイ トルエフェク トに含まれている、 文字プリセッ ト、 アニメー
シ ョ ン、 背景など、 さまざまなオプシ ョ ンを使用することもできま
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す。 これらのオプシ ョ ンはすべてタイ トルデザイナーに含まれてい
ます。

注： コ ミ ッ ク タイ トルエフェク トについては、 文字と吹き出しの両方と
も、 サイズや位置、 シャ ドウエフェク トなどを変更できます。 吹き
出しを編集する操作は、 テキストのカスタマイズと同じです。

タイ トルデザイナーを開く手順 

• タイ トルト ラ ックのタイ トルエフェク ト を選択してから、 [ 修
正 ] をクリ ッ クします。

• タイ トルパレッ トで、 をクリ ッ クして新しいタイ トルテンプ

レート を作成します。

• タイ トルパレッ トで、 既存のタイ トルエフェク ト を選択して

から をクリ ックして既存のテンプレート を編集します。

 タイ トルデザイナーのタイ トルにコンテンツを追加する方法

• をクリ ッ クしてタイ トルエフェク トにテキスト を追加し

ます。

• をクリ ッ クしてテキストに付ける画像を追加します。

タイ トルエフェク トに文字プリセッ ト を適用

定義したプリセッ ト文字をタイ トルエフェク トに適用できます。 定
義したプリセッ ト文字を適用した後は、 必要に応じて、 書体、 シャ
ドウ、 境界線などを設定して、 タイ トルに変更を加えることができ
ます。

タイ トルエフェク トにプリセッ ト文字を適用するには、 タイ トルデ
ザイナーの [ テキストプロパテ ィ ] タブ、 [ 文字プリセッ ト ]
タブ の順に選び、 変更したいプレビューウィ ンドウのテキス
ト をクリ ックしてから、 リス トから適用するプリセッ ト文字をク
リ ックして選択します。
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タイ トルエフェク ト書体のカスタマイズ

サイズ、 色、 フォン ト タイプ、 太さ、 位置、 透明度、 ぼかしなど、
タイ トルエフェク トで使用する書体をカスタマイズできます。 さら
に、 画面上でのタイ トルの正確な位置を設定するツールや、 TV 画面
での表示範囲となる画面領域を指定するツールなどがあります。

タイ トルエフェク トの書体をカスタマイズするには、 [ テキストのプ
ロパティ ] タブ  をクリ ッ クしてから [ 書体設定 ] タブ

をクリ ッ クします。

タイ トルエフェク トにシャ ドウを追加

タイ トルエフェク トのテキスト周囲にシャ ドウ （影） を追加できま
す。 オプシ ョ ンを使用して、 シャ ドウの色やサイズを変更したり、
透明効果やぼかし効果を追加することができます。

タイ トルエフェク トにシャ ドウを追加するには、 [ テキストのプロパ
テ ィ ] タブ  をクリ ックしてから、 [ フォン トシャ ドウの設定 ] 
タブ をクリ ックします。

タイ トルエフェク トに境界線を追加

タイ トルエフェク トのテキスト周囲に境界線を追加できます。 オプ
シ ョ ンを使用して、 境界線の色やサイズを変更したり、 透明効果や
ぼかし効果を追加することができます。 タイ トルエフェク トに境界
線を追加するには、 [ テキストのプロパティ ] タブ をクリ ッ
クしてから、 [ 境界線の設定 ] タブ をクリ ックします。

タイ トルエフェク トにアニメーシ ョ ンを適用

テキストの移動やワイプなどアニメーシ ョ ンをタイ トルエフェク ト
に適用できます。 アニメーシ ョ ンは、 タイ トルのテキストオブジェ
ク トまたは個別のテキストオブジェク トにも適用できます。 エフェ
ク トの最初または最後、 その両方に適用できます。

タイ トルエフェク トにアニメーシ ョ ンを適用するには、 [ アニメー
シ ョ ンプロパテ ィ ] タブ をクリ ッ クしてから、 アニメー
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シ ョ ン化するテキスト をオブジェク ト  リス トで選択する、 またはプ
レビューウィンドウでオブジェク ト をクリ ッ クします。

• [ 開始エフェク ト ] をクリ ッ クして、 リス トから開始アニメー

シ ョ ンを選択します。

• [ 終了エフェク ト ] をクリ ッ クして、 リス トから終了アニメー

シ ョ ンを選択します。

タイ トルエフェク トアニメーシ ョ ン速度のカスタマイズ

タイ トルエフェク トのアニメーシ ョ ン速度を修正できます。 次の 2
つの要因でアニメーシ ョ ンが完了するまでの速度が決まります。

タイムラインのタイ トルエフェク ト クリ ップの表示時間 

プロジェク トのタイムラインのタイ トルエフェク ト クリ ップの表示
時間が長いほど、 タイ トルエフェク トアニメーシ ョ ンが完了する時
間が長く なります。 例えば、 タイ トルエフェク ト ク リ ップが 20 秒の
場合、 タイ トルエフェク トのアニメーシ ョ ンの開始から終了までに
20 秒かかります。

キーフレームタイムライン

キーフレームタイムラインはプレビューウィンドウの下にあります。
タイ トルエフェク トアニメーシ ョ ンのデフォルトには 4 つのキーフ
レームがあります。

最初の 2 つのキーフレームは、 開始エフェク トの始点と終点を示し、
残りの 2 つは終了エフェク トの始点と終点を示します。

エフェク トの始点や終点や、 エフェク トの開始から終了までの時間
を変更する場合は、 キーフレームをタイムフレームの希望する位置
にドラ ッグします。 

注： オレンジラインは、 開始エフェク トアニメーシ ョ ンが完了してから
タイ トルエフェク ト を表示する時間を示します。
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タイ トルエフェク トに背景画像を適用

任意の背景画像をタイ トルエフェク トに適用できます。 背景画像は
タイ トルエフェク ト全体に適用され、 マスタービデオト ラ ックのコ
ンテンツをオーバーレイします。

タイ トルエフェク トに背景画像を適用するには、 [ 背景プロパテ ィ ]
タブ をクリ ッ クしてから、 背景画像リス トで使用する背景
を選択します。

注： 気に入った背景画像がリストにない場合は、 オリジナルの画像を使

用できます。 をクリ ックして、 新規画像を追加します。

タイ トルテンプレートの保存と共有

タイ トルテンプレートの修正が終了したら、 タイ トルエフェク ト ラ
イブラリに保存して後で使用したり、 DirectorZone にアップロード
して共有したりすることができます。

• [ 保存 ] をクリ ッ クして修正したテンプレート を新規テンプ

レート と してタイ トルパレッ トに保存します。

• [ 共有 ] をクリ ッ クしてカスタマイズしたタイ トルテンプレー

ト を DirectorZone にアップロード します。

• をクリ ッ クしてカスタマイズしたタイ トルエフェク トテ

キストのプロパテ ィを新規プリセッ ト文字として保存します。
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音声のミキシング （調整） と
吹き替え

作品に音声を付けたり消したりできます。 音量ミキシングパレッ ト
を使用して、 音声レベルを調節したり、 吹き替え音声を録音してナ
レーシ ョ ンを付けたりできます。

ビデオクリ ップから音声を分離
ビデオクリ ップの音声を操作する簡単な方法は、 ビデオクリ ップか
ら音声を分離して音声ト ラ ックに挿入する方法です。 

ビデオクリ ップから音声を分離するには、 ビデオクリ ップをタイム
ラインで右クリ ックし、 [ 音声分割 ] を選択します。 音声がマスター
ビデオト ラ ックから音声ト ラ ックに移動します。

注： 音声分割機能では、 ビデオクリ ップの音声を別のファイルに抽出す
ることはできません。 ビデオクリ ップから音声を抽出するには、 23
ページの 「ビデオクリ ップから音声を抽出」 を参照して ください。

音声クリ ップの音量レベル変更
ムービーの作成中は、 BGM ト ラ ック、 音声ト ラ ック、 および追加し
たビデオクリ ップに、 音声が含まれている場合があります。 それぞ
れのト ラ ックは異なるレベルで録画 ( 録音 ) されているため、 音量レ
ベルが異なる可能性があります。 

CyberLink PowerDirector の音声ミキシングパレッ ト を使う と、 音声レ
ベルの異なる ト ラ ッ クを ミキシング （調整） することにより、 調和
のとれたサウンド ト ラ ッ クを出力できます。 音量レベルは、 BGM ト
ラ ックや音声ト ラ ックの音声クリ ップ内でも ミキシングできます。
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ト ラ ッ ク内の音声ミキシング （調整）

タイムラインの音声クリ ップの任意の位置で音量レベルを手動で変
更できます。

タイムラインの音声ト ラックの音量レベルを変更するには、 音声レ
ベルラインの音声レベルを変更したい場所をクリ ックして、 ボ
リュームキーを設定します。 音量を上げるにはボリュームキーを上
にドラ ッグし、 音量を下げるにはボリュームキーを下にドラ ッグし
ます。

• 音量を微調整するには、 ト ラ ッ クに沿ってボリュームキーを
少なめに設定し、 音量を大幅に変更するには、 多くのボ
リュームキーを設定します。

• ボリュームキーを削除するには、 ボリュームキーをクリ ップ
の枠の外にドラ ッグします。

音声ミキシングパレッ トの音声レベルのミキシング

音声ミキシングパレッ トの音声ミキサーを使用すると、 作業領域の
音声クリ ップの音量レベルを精密に調整できます。 音声ミキサーで
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は、 作業領域のさまざまな音声ト ラ ックに対応して音量レベルを調
整できます。 

音声を ミキシングするには、 をクリ ッ クして音声ミキシングパ
レッ ト を開きます。 タイムラインの現在位置にある音声を ミキシン
グ ( 調整 ) できます。 再生ボタンを使用して、 ムービーで音声を ミキ
シングしたい個所を検索します。

• 垂直スライダを使用して、 ト ラ ッ クの各個所で音量を調節す
るボリュームキーを設定します。

• ト ラ ッ ク全体の音量を増減するには、 水平スライダを使用し
ます。

注： タイムラインに 1 つ以上の PiP ト ラ ッ クがある場合、 PiP ト ラ ッ クセ

レクタを使って音声を ミキシングする PiP ト ラ ッ クを選択します。

音声クリ ップにフェード効果を加える

音声クリ ップにフェードイン / フェードアウト効果を適用するには、
フェード効果を開始する音声の位置をクリ ックし、 次の操作を行い
ます。

音声ミキシングコン ト ロール

フェードイン / フェード

アウト コン トロール

PiP ト ラ ッ クセレクタ
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• をクリ ッ クしてフェードインを適用します。

• をクリ ッ クしてフェードアウト を適用します。

音声クリ ップの音量レベルを戻す

ボリュームキーを手動で設定後も音声クリ ップの音量レベルに満足
できない場合は、 簡単に元の音量レベルに戻すことができます。 ト
ラ ックを右クリ ックしてから、 [ 元の音量レベルに戻す ] を選択しま
す。 追加したボリュームキーは完全に削除されます。

吹き替えの録音
吹き替え録音パレッ トには、 ビデオ作品を見ながらマイクを使って
ナレーシ ョ ンを録音する制御機能があります。 録音したナレーシ ョ
ンの音声ト ラ ックは、 自動的にビデオに同期されます。

吹き替えの録音は、 をクリ ッ クして、 吹き替え録音パレッ ト を開
きます。

録音音量の調節

録音 / 停止ボタン

録音オプシ ョ ンボタン

フェードイン / フェー

ドアウトボタン
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• 吹き替えオプシ ョ ンは次の手順で設定します。

• [ デバイス ] を選択して、 音声入力機器と入力ソースを指

定します。

• [ プロファイル ] を選択して、 音質を設定します。

• [ オプシ ョ ン ] を選択して、 最大録音時間、 または 3 秒後

の録音開始を設定します。 自動フェードイン / フェードア

ウト も設定できます。

• 吹き替えにフェードイン / フェードアウト効果を適用するか

どうかを選択します。

• をクリ ッ クするとフェードインを追加し、 でフェー

ドアウト効果を追加します。

• をクリ ッ クして、 録音を開始します。 プレビューウィン

ドウで動画を見ながら、 吹き替えを録音します。

• をクリ ッ クして録音を停止します。
 76



第 3 章 : ストーリーの作成
チャプター
チャプターは DVD ディスクの頭出しを容易にする機能です。 チャプ
ターとは特定の場所にジャンプさせるマーカーのことで、 チャプ
ターを挿入すれば、 再生の際にメニューページからチャプターが設
定された位置にジャンプできます。

注： チャプターを設定しない場合は、 ディスクをプレイヤーに挿入する
と、 自動的に再生が開始します。

チャプターを設定するには、 をクリ ッ クして、 チャプターパレッ
ト を開きます。

チャプターの設定
チャプターを設定するには、 次のいずれかを行います。

• 各ビデオクリ ップの開始位置にチャプターを設定するには、

をクリ ッ クします。

• チャプターを一定の時間隔で設定するには、 間隔 （分単位）

を入力し、 をクリ ッ クします。

• チャプターを等分割で指定するには、 入力ボックスにチャプ

ターの数を入力し、 をクリ ッ クします。

• チャプターポイン ト を手動で設定するには、 タイムラインで

その場所に移動して、  をクリ ックします。

• チャプターポイン ト を削除するには、 削除するチャプターポ

イン ト を選択してから をクリ ッ クします。

• 設定したチャプターポイン ト をすべて削除するには、 をク

リ ッ クします。
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チャプターサムネイルの追加

メニューに表示するチャプターのサムネイルイメージをカスタマイ
ズできます。 プレビューウィンドウのフレームがチャプターサムネ
イルに設定したいフレームのときに をクリ ッ クします。
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字幕
CyberLink PowerDirector でディスクのムービーに字幕を追加したり、
ディスク / ビデオファイルに字幕を書き込みます。 字幕は、 テキス
ト ファイルからインポート したり、 手作業で字幕パレッ トに追加し
たりできます。

ムービーに字幕を追加するには、 ボタンをクリ ッ クして、 字幕
パレッ ト を開きます。 をクリ ッ クし、 次のいずれかの字幕タイ
プを選択します。

• ディスクの字幕を作成 : このオプシ ョ ンを選択すると、 市販の

ディスク再生ソフ ト と互換性のある字幕を作成します。 この
字幕は、 市販のディスクと同じように表示 / 非表示が切り替

えられます。 

注： [ ディ スクの字幕を作成 ] を選択すると、 CyberLink PowerDirector で
作成したディスク メニューに字幕オプシ ョ ンをデフォルトで設定し
ます。 テキスト形式の字幕には制限があります。

• ビデオファイル刷り込み型字幕の作成 : このオプシ ョ ンを選択

するとビデオの字幕と組み合わせます。

字幕の挿入
ムービーに字幕を挿入するには、 次の操作を行います。

• 再生ボタンを使用して字幕に対応する会話が始まる位置に移

動し、 [ 字幕追加 ] ボタン をそれぞれの会話に対して続け

てクリ ックします。 停止タンをクリ ッ クすると、 字幕文字が
字幕ウィンドウにロード されます。

• 単一の字幕を追加するには、 [ 字幕を挿入 ] ボタン をク

リ ッ クします。
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字幕の編集
ムービーの字幕を編集するには、 次の操作を行います。

• タイムラインまたは字幕の一覧で字幕マーカーをダブルク
リ ックして、 字幕テキスト を入力します。

• [ テキストのフォーマッ ト を変更 ] ボタン をクリ ックし

て、 字幕のスタイルを設定します。

• 字幕を削除するには、 字幕マーカーを選択して [ 字幕の削除 ]

ボタン をクリ ッ クします。

注： 字幕をエクスポート して .SRT ファイルで保存するには、 をク

リ ックします。

テキスト ファイルから字幕をインポート
をクリ ックして .SRT または .TXT 形式のテキスト ファイルから字

幕をインポートできます。 これにより、 プログラムの外に字幕を作
成したり、 他のリソースから読み出す、 または CyberLink 
PowerDirector にインポートすることができます。

注： SRT ファイルがインポート されると、 CyberLink PowerDirector で字幕

が自動作成されます。 ただし、 TXT ファイルの場合はまずすべての字

幕マーカーを入力する必要があります。

字幕と会話の同期
CyberLink PowerDirector のオプシ ョ ン機能を使用して、 挿入した字幕
をビデオと確実に同期させることができます。

字幕の開始時間を設定するには、 次の操作を行います。

• 字幕の [ 開始時間 ] 欄にタイムコードを入力します。
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• 字幕ト ラ ックで字幕マーカーの開始位置にカーソルを移動し、
設定したい位置までド ラ ッグします。

字幕の終了時間を設定するには、 次の操作を行います。

• 字幕の [ 終了時間 ] 欄にタイムコードを入力する。

• 字幕ト ラ ックで字幕マーカーの終了位置にカーソルを移動し、
設定したい位置までド ラ ッグします。
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第 4 章 :

ムービーの出力

ムービーが完成したら、出力の準備も整いました。 ここで言う出力とは、作
成したムービーを再生可能なファイルにコンパイル ( レンダリング ) するこ

とです。 CyberLink PowerDirector では、 多様な再生環境に対応できるよう、

さまざまな出力方法を用意しています。

この章は以下の内容を説明しています。

• 84 ページの 「SVRT 情報の表示」

• 85 ページの 「出力モード」

• 88 ページの 「ファイルの出力」

• 90 ページの 「ス ト リーミングファイルの出力」

• 92 ページの 「DV テープまたは HDV テープに書き込む」

• 93 ページの 「HDD ビデオカメラに書き込む」

• 94 ページの 「ビデオのアップロード」

• 95 ページの 「バッチ出力」
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SVRT 情報の表示

SVRT( スマート ビデオレンダリングテク ノロジ ) とは、 ムービーク
リ ップの変更部分 （出力時にレンダリングを必要とする部分） と、
変更のない部分 （出力時にレンダリングを省略できる部分） を識別
する、 CyberLink 独自のレンダリング技術です。 SVRT 情報を表示す
ると、 出力処理をシミ ュレートできます。

注： SVRT の詳細については、 122 ページの 「SVRT: が適用される条件」 を

参照して ください。

編集プロジェク トで CyberLink PowerDirector が SVRT を活用する方法
については、  >  [ 表示 ] > の [SVRT の情報 ] をクリ ッ クします。 

SVRT ト ラ ッ クに表示される色は、 CyberLink PowerDirector がどのよ
うに SVRT を関連クリ ップ （またはクリ ップの一部） 適用するかを示
しています。

• 緑 ： 出力中にレンダリングが不要な範囲 

• 青 ： ビデオ部分のみのレンダリングが必要な範囲

• 黄色 ： 音声部分のみのレンダリングが必要な範囲

• 赤 ： 音声とビデオのレンダリングが必要な範囲
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出力モード
[ 出力 ] ボタンをクリ ックすると、 CyberLink PowerDirector は出力
モードに切り替わります。 ここでムービーをディスクに書き込んだ
りインターネッ トにアップロード したりできるファイルにコンパイ
ルします。

出力ウィザード
CyberLink PowerDirector では、 出力ウィザードを使用して簡単に作品
を出力することができます。 [ 出力 ] ボタンをクリ ッ クすると、 出力
ウィザードが開きます。

出力モードボタン

情報表示領域

プレビューウィ ンドウ
ムービープレビューの再生を操
作できます。
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出力ウィザードのシンプルな操作パネルで簡単に出力作業が行えま
す。

注： ムービーを出力する前には必ずすべてのビデオクリ ップが同じイン
ターレース形式であることを確認して ください。 これは、 完成ビデ
オの画質に大き く影響するため出力前に必ず実行しな く てはならな
い重要な作業です。 作成したムービーの画質が不十分な場合は、 す
べてのビデオクリ ップのインターレース形式が同じであることを確
認して ください。 インターレース形式の異なるアイテムが混在して
いる場合は、 出力前に形式を統一して ください。 詳し くは、 56 ペー

ジの 「ビデオクリ ップインターレース形式の設定」 を参照して くだ
さい。

出力ウィンドウの最初の画面には、 プレビューウィンドウ、 ハード
ディスク容量使用状況の表示、 出力ウィザードで利用できる 5 種類
の出力オプシ ョ ンに対応したボタンが表示されます。 以下にオプ
シ ョ ンについて説明します。

ボタン 詳細

ファイル作成 ： コンピュータで再生できるムービー
ファイルを作成できます。 88 ページの 「ファイル

の出力」 を参照して ください。

ス ト リーミングファイルの作成 ： インターネッ トで
配信できるムービーファイルを作成できます。 90
ページの 「ス ト リーミングファイルの出力」 を参照
して ください。

DV テープに書き込む ： DV テープに書き込める

ムービーを作成できます。 92 ページの 「DV テープ

または HDV テープに書き込む」 を参照して くださ

い。
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HDV テープに書き込む ： HDV テープに書き込める

ムービーを作成できます。 92 ページの 「DV テープ

または HDV テープに書き込む」 を参照して くださ

い。

HDD ビデオカメ ラに書き込む : ハードディスク ド

ライブのカメラに書き込めるムービーを作成できま
す。 93 ページの 「HDD ビデオカメ ラに書き込む」

を参照して ください。
 

YouTube® にアップロード : ビデオをインターネッ

トにアップロード して公開できます。 94 ページの

「YouTube への動画のアップロード」 を参照して く

ださい。

ボタン 詳細
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ファイルの出力
ムービーをビデオファイルと して出力できます。 ビデオファイルは、
コンピュータで再生、 ディスクに書き込む、 ポータブル機器に出力
することができます。

ビデオファイルのプロファイルの作成 /
修正

ビデオファイルを出力する前に、 必要に応じて新しいプロファイル
を作成したり、 既存のプロファイル設定を修正することができます。
プロファイル設定では、 ビデオや音声の品質、 ビッ ト レートなどを
ファイルごとに設定することができます。
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ビデオファイルの作成
CyberLink PowerDirector を使用すると、 さまざまな形式の動画ファイ
ルを作成し、 ニーズにあった品質で出力できます。

ビデオは次の形式で作成できます。

• AVI

• MPEG1

• MPEG2

• ポータブル MPEG4

• AVC MPEG4

注： 対応ファイル形式は、 CyberLink PowerDirector のバージョ ンにより異

なります。 ご使用のバージ ョ ンで作成可能なファイル形式について
は、 Readme ファイルを参照して ください。 
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スト リーミングファイルの出
力

ムービーをスト リーミング形式ファイルで出力してサーバーに保存
すると、 ムービーをインターネッ トで配信することができます。 

スト リーミングファイル設定の作成 / 修
正

スト リーミングファイルを出力する前に、 作成するファイル形式に
合わせて、 新しいプロファイルを作成したり、 既存のプロファイル
を修正することができます。 プロファイル設定では、 ビデオや音声
の品質、 圧縮設定などをファイルごとに設定することができます。
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スト リーミングファイルの作成
CyberLink PowerDirector を使用すると、 さまざまな形式のスト リーミ
ング用ファイルを作成し、 ニーズにあった品質で出力できます。

ビデオは次の形式で作成できます。

• (WMV) Windows Media Video

• RealVideo

• QuickTime ムービー 

注： 対応ファイル形式は、 CyberLink PowerDirector のバージョ ンにより異

なります。 ご使用のバージ ョ ンで作成可能なファイル形式について
は、 Readme ファイルを参照して ください。 これは、 出力後のビデオ

画質に非常に影響するので出力前に必ず確認して ください。
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DV テープまたは HDV テープに
書き込む

ムービーを DV または HDV テープに出力することができます。 この
機能は、 簡単にムービーをデジタル形式で保存することができ、 後
日別のコンピュータに読み込んで簡単に編集することができます。

注： 処理を始める前に、 HDV カメラのテープに書き込む開始位置を手作

業で設定します。
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HDD ビデオカメラに書き込む

ムービーを出力した後にハードディスクのビデオカメラに書き込む
ことができます。 この機能は、 簡単にムービーをデジタル形式で保
存することができ、 後日別のコンピュータに読み込んで簡単に編集
することができます。
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ビデオのアップロード
CyberLink PowerDirector を使う と、 作成したムービーを簡単にイン
ターネッ トにアップロードすることができます。 簡単な手順で作品
を CyberLink PowerDirector から YouTube® にアップロードできます。

YouTube への動画のアップロード
ビデオを YouTube® にアップロードするには、 ユーザーインター
フェイスの詳しい指示に従って ください。
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バッチ出力
CyberLink PowerDirector のバッチ出力機能を使用すると、 複数の作品
を一度にまとめて出力できます。 

バッチ出力を行うには、  > [ ファイル ] > の [ バッチ出力 ] を選択
します。
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ディスクの作成

編集したムービーを DVD などのビデオディスクに出力する方法について説

明します。 3 つの簡単な手順でムービーを CD、 DVD、 ブルーレイディスク

（Ultra バージ ョ ンのみ） に書き込めます。オーサリング機能が統合されてい

るため、作成されたディスクはすぐに再生することが可能です。ビデオディ
スクを作成するために、 別のプログラムを起動する必要はありません。

この章は以下の内容を説明しています。

• 98 ページの 「ディスクの作成モード」

• 99 ページの 「ディスク メニュー」

• 108 ページの 「ディスク作成環境の設定」

• 110 ページの 「ディスク書込み」
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ディスクの作成モード
[ ディスクの作成 ] ボタンをクリ ッ クすると、 CyberLink 
PowerDirector はディスク作成モードに切り替わり、 ディスクのメ
ニューを編集したり、 ムービーを CD、 DVD、 ブルーレイディスク
(Ultra バージ ョ ンのみ ) に書き込むことができます。 ディスク作成
モードの画面は、 次のように表示されます。

オーサリング / プレビュー

ウィンドウ

メニュー BMG と

最初に再生するビデオの追加

メニューテンプレート

 メニューデザイナのアクセス
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ディスク メニュー
ムービーをディスクに書き込む前には、 ディスクの操作を促すディ
スク メニューが追加できます。 ディスク作成ウィンドウでは以下の
操作が可能です。

• 既存の、 または予めデザインされたディスク メニューテンプ
レートの選択

• 既存のディスク メニューテンプレートの編集

• メニューテンプレートの新規作成

注： ディスクにディスク メニューを含めない場合は、 [ メニューなしで
ディ スクを作成 ] を選択します。 作成したディスクをディスクプレイ
ヤに挿入すると自動的にビデオを再生します。

CyberLink PowerDirector のメニューテンプレートはすべてマルチレイ
ヤ構造です。 必要に応じてムービーの再生、 キャプチャの選択、 字
幕の表示切替が行えるテキスト リンクを含むメインメニューが付い
ています。

注： ディスク メニューの字幕メニューは、 字幕パレッ トで字幕を作成す
るときに [ ディ スクの字幕を作成 ] 機能を選択した場合にのみ有効で

す。 詳し くは、 79 ページの 「字幕」 を参照して く ださい。 

テンプレートの選択
CyberLink PowerDirector には複数のスタイリ ッシュなテンプレートが
実装されています。 テンプレートには、 モーシ ョ ンやメニュー BGM
が予め設定されているものもあります。

メニューページ ・ テンプレートには、 以下の 2 つのタイプがありま
す。

• チャプターサムネイルリンクボタン付きメニューテンプレー
ト

• チャプターテキスト リンク付きメニューテンプレート  
99



CyberLink PowerDirector
DirectorZone のテンプレート をダウンロード

ディスク メニューテンプレート を追加したい場合は、 ディスク作成
ウィンドウのテンプレート欄で  をクリ ッ クして DirectorZone か
らダウンロードできます。

CyberLink または他の CyberLink PowerDirector ユーザーが作成し、
DirectorZone にアップロード したテンプレート をダウンロード して
追加できます。

をクリ ックして .DZM 形式でメニューテンプレート をディスク
作成ウィンドウのテンプレートにインポートできます。

ディスク メニューのカスタマイズ
CyberLink PowerDirector ではディスク メニューの表示や作成を完全に
操作することができます。 ディスク作成ウィンドウでは以下の操作
ができます。

• BGM または最初に再生するビデオの追加 

• メニューテキストのフォン トやメニューデザイナーの配置の
カスタマイズ 

• メニューデザイナーのカスタマイズした背景画像、 ビデオ、
画像をインポート

• メニューデザイナーのボタンレイアウト、 デザイン、 エフェ
ク ト をインポート

• ビデオエフェク トの追加と メニューモーシ ョ ンの設定

ページ別ボタンの指定

複数のチャプタでムービーディスクを作成するとき、 チャプタペー
ジのレイアウト数を選択できます。 [ ページ別ボタン ] ペインで選択
できるボタンレイアウトのチャプタサムネイルを 1 つ選択します。

注： このとき、 クリ ックできるテキストの付いたメニューテンプレート
を選択した場合は、 選べるボタンは 1 つです。
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ディスク メニュー BGM の設定

メニューテンプレートにはメニュー BGM を含むテンプレート もあり
ます。 既存の BGM を編集したり、 をクリ ックして新しい BGM
を追加することもできます。 次の機能も搭載しています。

• 音声ト ラ ックを削除するには、  をクリ ッ クします。

• Magic Music で BGM を追加するには、 をクリ ッ クします。

操作手順は Magic Music ツールと同様です。 詳し くは、 61
ページの 「Magic Music」 を参照して ください。

• をクリ ッ クしてメニュー BGM をプレビューします。

最初に再生すビデオクリ ップの設定

最初に再生するクリ ップに指定したビデオファイルは、 ディスクを
再生目的でコンピュータに挿入した場合に、 メニューページ以前に
再生されます。 この場合、 再生中はナビゲーシ ョ ンボタンが利用で
きません。 つまり、 スキップや早送りすることができません。 市販
されている映像ディスクでは通常、 この部分は著作権情報や警告
メ ッセージで構成されていますが、 個人的な映像の場合には、 他の
ビデオクリ ップを利用することができます。

最初の再生アイテムの設定方法 ：

• をクリ ッ クして、 使用するビデオファイルを選択します。

• 対象ファイルを削除するには、 をクリ ッ クします。

• 最初に再生するビデオをプレビューするには、 をクリ ッ

クします。
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メニューデザイナーの使用

メニューデザイナーを使用して、 テンプレート をカスタマイズした
り、 オリジナルのメニュースタイルを作成することができます。 

メニューデザイナーを開いてディスク メニューをカスタマイズする
手順

• [ 新規作成 ] をクリ ッ クして新しいメニューテンプレート を作

成します。 

• 既存のメニューテンプレート を選択してから [ 修正 ]. をク

リ ッ クします。

メニューデザイナーでは、 3 つすべてのディスク メニューページの
編集が可能です。 特定のページを変更するには、 [ ジャンプ ] ドロッ
プダウンメニューからホームページ、 チャプタページ、 字幕ページ
のいずれかを選択します。

注： 字幕パレッ トで字幕作成時に [ ディ スクの字幕を作成 ] を選択した場

合は、 [ ジャンプ ] ドロップダウンメニューに字幕ページしか表示

されません。 詳し くは、 79 ページの 「字幕」 を参照して く ださい。 
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メニューテキストの変更

メニューページに表示されるテキスト （チャプターテキスト リンク
も含む） を編集するには、 メニューデザイナーでテキスト をダブル
クリ ックし、 テキス ト を変更します。

注： テキストを変更するときは編集モードになっていることを確認して
ください。

文字プリセッ ト ・ テンプレート をメニューテキストへ適用

予め定義された文字プリセッ ト ・ テンプレート をメニューテキスト
に適用できます。 適用後、 必要に応じてタイ トルエフェク トの書式、
シャ ドウ、 境界線を変更します。

メニューテキスト書体のカスタマイズ

メニューテキストのフォン トのサイズ、 色、 フォン トの種類、 太さ、
位置合わせ、 透明度、 ぼかしなどをカスタマイズできます。 さらに、
画面上でのタイ トルの正確な位置を設定するツールや、 TV 画面での
表示範囲となる画面領域を指定するツールなどがあります。

メニューテキストへシャ ドウを追加

メニューテキストの周囲にシャ ドウを追加できます。 オプシ ョ ンを
使用して、 シャ ドウの色やサイズを変更したり、 透明効果やぼかし
効果を追加することができます。

メニューテキストへ境界線を追加

メニューのテキストの周囲に境界線を追加できます。 オプシ ョ ンを
使用して、 境界線の色やサイズを変更したり、 透明効果やぼかし効
果を追加することができます。

メニューテキストに境界線を追加するには、 タイ トルに境界線を適
用する場合と同様の操作を行います。 メニューテキストに境界線を
追加する詳細は、 69 ページの 「タイ トルエフェク トに境界線を追
加」 の手順 2 を参照して ください。
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オブジェク トエフェク トの設定

メニューデザイナーの [ オブジェク トのエフェク トの設定 ] タブを使
用してメニューエフェク ト をカスタマイズできます。 タブには、 メ
ニューボタンやナビゲーシ ョ ンボタン、 テキストなど、 メニューに
あるオブジェク トがすべて一覧表示されます。 オブジェク トエフェ
ク ト を設定するには、 メニューデザイナの [ オブジェク トのエフェ
ク トの設定 ] タブをクリ ッ クします。

オブジェク トの一覧からアイテムを選択すると、 そのオブジェク ト
がプレビューウィンドウでハイライ ト表示されます。 ハイライ ト さ
れたオブジェク トは、 編集、 サイズ変更、 形の変更、 ディスク メ
ニューにおける位置の移動が行えます。

注： チャプターリンクテキスト付きメニューを作成する場合は、 [ オブ

ジェク トのエフェク トの設定 ] タブを使用して、 リンクテキストの選

択、 編集、 位置の移動が簡単に行えます。

• [ 選択したオブジェク トのみを表示 ] を選択すると、 エフェク

ト設定時に選択したオブジェク トのみが表示されます。

カスタマイズした画像、 テキスト枠、 ボタンなどをインポート して
新しいオブジェク ト を追加することも可能です。 これには次の操作
を行います。

•  をクリ ックしてカスタマイズした画像をディスク メ

ニューにインポート します。

•  をクリ ックして新しいブランクテキスト枠をディスク メ

ニューに追加します。

•  をクリ ックしてボタンをディスク メニューに追加しま

す。 

ボタンエフェク トの設定

メニューデザイナーで、 フレームスタイルや位置、 ハイライ トのス
タイルを選択して、 ディスク メニューのメニューボタンやナビゲー
シ ョ ンボタンをカスタマイズできます。
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注： チャプタテキスト リンク付きのメニューテンプレートを選択した場
合、 カスタマイズできるのはメニューのナビゲーシ ョ ンボタンのみ
です。

オブジェク トにエフェク ト を適用するには、 メニューデザイナーの [
ボタンのエフェク トの設定 ] タブを  クリ ッ クし、 次の手順
でエフェク ト を設定します。

• をクリ ッ クして、 チャプターサムネイルのボタンフレー
ムスタイルを選択します。 [ カスタムインポート ] を選択して

カスタマイズしたボタンフレームのスタイルをインポート し
ます。

•  をクリ ックしてチャプターサムネイルボタンのレイア

ウト を設定します。

• をクリ ッ クして、 ナビゲーシ ョ ンボタンのスタイルを

選択します。 [ カスタムインポート ] を選択してカスタマイズ

したナビゲーシ ョ ンボタンのスタイルをインポート します。

• をクリ ッ クして、 ボタンのハイライ トスタイルを選択

します。 [ カスタムインポート ] を選択してカスタマイズした

ボタンハイライ トのスタイルをインポート します。

背景画像 / ビデオの置き換え

ディスク メニューの背景画像またはビデオを置き換えるには、 [ 背景
画像 / ビデオの置換 ] ボタンをクリ ッ クします 。

ビデオエフェク トの選択

ディスク メニューに直接適用するビデオエフェク ト を選択するには、
[ ビデオエフェク トの選択 ] ボタンをクリ ックします 。
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ディスク メニューテンプレートの保存と共有

ディスク メニューテンプレートの変更が完了したら、 ディスク作成
ウィンドウのテンプレートに保存できます。 保存したテンプレート
は、 再利用したり、 DirectorZone にアップロード して共有できます。

• [ 保存 ] をクリ ッ クすると、 変更したテンプレート をディスク

作成ウィンドウのテンプレートに保存できます。

• [ 共有 ] をクリ ッ クしてカスタマイズしたテンプレート を

DirectorZone にアップロード します。
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ディスクのメニューページのプレビュー
ディスク作成ウィンドウまたはメニューデザイナーでディスク メ
ニューを作成中はいつでも [ プレビュー ] をクリ ッ クしてディスク
メニューページをプレビューできます。 プレビューしたいチャプ
ターが関連付けられているボタンをクリ ッ クします。 再生ボタンを
使用してプレビューを操作します。

• オーサリングモードに戻るには、 [ オーサリング ] をクリ ッ ク

します。
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ディスク作成環境の設定
ディスクに書き込む前は必ずディスク作成環境を設定して ください。

 をクリ ックしてディスク作成環境を設定します。

[ ディスク形式 ] タブでは、 以下のオプシ ョ ンが使用できます。

• ディスク形式 : ムービーの書き込みに使用するディスク形式を

選択します。

• ディスク容量 : ディスクの容量を選択します。

• ビデオ画質 : ディスクの画質を次から選択します ： DVD LP
（長時間再生）、 DVD SP （標準再生）、 DVD HQ （高画質）、 ス

マート フ ィ ッ ト。 画質の設定ごとに異なるビッ ト レート を使
用するため、 作成されるファイルサイズも異なります。 動画
の画質が高いほど、 作成されるファイルのサイズが大き く な
り、 ディスクに入る動画の長さは短く なります。 また、 画質
が高く なるほど、 レンダリングの際に、 より高い CPU 処理能

力が必要となります。 [ スマート フ ィ ッ ト ] オプシ ョ ンは、 使

用するディスクの容量に見合った最適な画質が得られるよう
に、 ビッ ト レート を自動的に調整する機能です。

• 音声形式 : 以下の音声形式が設定できます。 LPCM （非圧縮の

音声形式）、 Dolby Digital オーディオ （Dolby Digital Consumer 
Encoder 形式）、 MPEG オーディオ （MPEG-1 オーディオ圧縮形

式）。 (NTSC では互換性の問題が発生する場合があります）

注： 使用できる画質オプシ ョ ンと音声形式オプシ ョ ンは、 選択したディ
スク形式により異なります。

[ メニュー ] タブでは、 以下のオプシ ョ ンが設定できます。

• ビデオサムネイルの使用 ： 選択にすると、 チャプターサムネ
イルでディスク メニューのビデオを再生できるようになりま
す。 また、 [ ユーザ定義モーシ ョ ンメニューの表示時間 ] オプ

シ ョ ンに値を入力して、 表示されるビデオの長さを制限でき
ます。
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• 自動メニュータイムアウト : このオプシ ョ ンを選択すると、 一

定時間が経過した後にビデオを自動再生します。

• チャプター再生後にメニューに戻る : このオプシ ョ ンを選択す

ると、 選択したチャプターの再生が終了すると メインメ
ニューに戻ります。

[ 音声 ] タブでは、 以下のオプシ ョ ンが使用できます。

• Dolby Digital 5.1: このオプシ ョ ンを選択すると、 ディスクで

Dolby Digital 5.1 が使用可能になります。 

• CyberLink VirtualSpeaker を適用して BGM を強調する ： このオ

プシ ョ ンをチェ ックすると、 CyberLink VirtualSpeaker で BGM
の音響効果を設定できます。 [ リビングルーム ]、 [ 劇場 ]、 [
スタジアム ] から選択します。
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ディスク書込み
素材の確保、 ス トーリの組立、 クリ ップの編集、 オーディオやビ
ジュアルエフェク トの追加、 レイアウトやディスク メニューのカス
タマイズなどが終了したら、 ディスクに書き込めます。

CyberLink  PowerDirector には、 さまざまな状況で便利なディスク完
成方法が用意されています。 ディスクに書き込む、 作品をディスク
イメージに保存してからディスクに書き込む、 ハードディスクに
DVD フォルダを作成して整理することもできます。 書き込みドライ
ブやディスクタイプに応じて、 同時に複数のオプシ ョ ンを利用する
こともできます。

CyberLink PowerDirector では以下のディスク形式でディスク書込みに
対応しています。

• DVD: DVD-R、 DVD-RW、 DVD+R、 DVD+RW

• VCD/SVCD: CD-R、 CD-RW

• ブルーレイディスク (Ultra バージ ョ ンのみ ): BD-RE、 BD-R

注： 書込み用ディスク形式の選択に関する詳細は、 108 ページの 「ディス

ク作成環境の設定」 を参照して ください。 

ムービーをディスクに書込む
ディスクへの書き込みは、 ディスク作成の最終段階です。 ディスク
に書き込まれた映像作品は、 プレイヤーで再生したり、 共有したり
できるようになります。 [ 書き込み ] をクリ ッ クして書込み処理を開
始します。

注： 書き込み処理には数分かかります。 ビデオの長さや画質およびコン
ピュータの処理能力により異なります。 CyberLink PowerDirector がレ

ンダリングをしていますのでしばら くお待ち ください！
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注： HDV カメラからキャプチャしたハイビジ ョ ンコンテンツは、 DVD
ディスクに書き込む際に標準画質 (SD) に変換されます。 これは、

DVD では SD のみがサポート されているためです。 HD 形式は、 大容

量のブルーレイディスクが発売され次第、 サポートを開始する予定
です。

書き込み環境の設定
初めてディスクに書き込む場合は、 [ 書き込み ] ウィンドウで書き込
み設定 を行います。 この設定内容は、 その後の CyberLink 
PowerDirector の書込み処理で使われます。 設定は変更可能です。

DVD フォルダの作成
[DVD フォルダの作成 ] を選択すると、 指定コンピュータにフォルダ
を作成して書込みに必要なすべてのファイルを保存します。 この
フォルダは後でディスクに書き込むことができます。

注： DVD フォルダを作成すると、 そのディ レク ト リ内の既存のデータを

上書きします。

ディスクの消去
再書き込み可能ディスクを使用する場合は、 コンテンツを何度も消
去し、 書き換えることができます。 これにより、 新しいディスクを
買わずに、 同じディスクを何度も再利用できます。 [ 消去 ] ボタ
ンをクリ ックするとディスクのコンテンツを消去します。

ディスクの消去時には、 次を選択できます。

• [ クイック ] オプシ ョ ンでは、 ディスクに含まれるディスク ・

インデックスを消去します。

• [ フル ] オプシ ョ ンでは、 ディスクに含まれる内容をすべて消

去します。
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第 6 章 :

付録

ここでは、デジタルムービーの制作や CyberLink PowerDirector の操作の際に

参考となる情報を掲載します。

この章は以下の内容を説明しています。

• 114 ページの 「ホッ トキー」

• 122 ページの 「SVRT: が適用される条件」

• 123 ページの 「ライセンスと著作権」
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ホッ トキー
CyberLink PowerDirector でホッ トキーを利用すると、 操作がより簡単
になります。 以下のホッ トキー ( 機能別 ) が利用できます。

システムのホッ トキー

プロジェク トのホッ トキー

ホッ トキー 機能

Alt + スペース 左上隅に最小化したメニューを開く

Alt + F4 CyberLink PowerDirector を終了する

ホッ トキー 機能

Ctrl + N 新規プロジェク トの作成

Ctrl + O 既存のプロジェク ト を開く

Alt + Enter プロジェク トプロパテ ィの表示

Ctrl + S プロジェク トの保存

Ctrl + Shift + S プロジェク トに名前を付けて保存

Ctrl + Shift + W 新規作業領域
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作業領域のホッ トキー

ホッ トキー 機能

Tab タイムライン / ストーリーボードの切り換

え

Home クリ ップ / プロジェク トの開始位置に移動

End クリ ップ / プロジェク トの終了位置に移動

Alt + 1 Magic Clean 機能を開く

Alt+2 Magic Motion 機能を開く

Alt+3 Magic Cut 機能を開く

Alt+4 Magic Fix 機能を開く

Alt+5 Magic Style 機能を開く

Alt+6 Magic Music 機能を開く

Alt+7 Magic Movie ウィザードを開く

Ctrl + 右矢印 ト ラ ック ( クリ ップモード ) で次のクリ ッ

プに移動

Ctrl + 左矢印 ト ラ ック ( クリ ップモード ) で前のクリ ッ

プに移動

Ctrl + C コピー

Ctrl + X 切り取り

Ctrl + V 貼り付け

+ ルーラの拡大

- ルーラの縮小
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メニューのホッ トキー

Alt + L マスタービデオト ラ ッ ク以外のすべてのト
ラ ックをロックする

Alt + U すべてのト ラ ックのロックを解除する

Alt + C 環境設定を開く

ホッ トキー 機能

Alt + F [ ファイル ] メニューを開く

Alt + E ［編集］ メニューを開く

Alt + V ［表示］ メニューを開く

Alt + T ［キャプチャ］ メニューを開く

Alt + P ［再生］ メニューを開く

Alt + H ［ヘルプ］ メニューを開く

ホッ トキー 機能
 116



第 6 章 : 付録
スマートガイ ド  ホッ トキー

メインパネルのホッ トキー

ホッ トキー 機能

Ctrl + Alt + T ［ ト リ ミ ング］ オプシ ョ ンの表示

Ctrl + Alt + S ［速度］ オプシ ョ ンの表示

Ctrl + Alt + C ［カラー］ オプシ ョ ンの表示

Ctrl + Alt + M [ マルチカッ ト ] オプシ ョ ンの表示

F2 修正 (PiP)/ タイ トル ・ デザイナ / 修正 ( エフェ

ク ト ) の表示

ホッ トキー 機能

F1 ヘルプ

Delete 選択項目の削除

Ctrl + Z 元に戻す

Ctrl + Y やり直し

Shift + F12 ホッ トキーの一覧を表示する

Alt + F9 キャプチャモードに切り換える

Alt + F10 編集モードに切り換える

Alt + F11 出力モードに切り換える

Alt + F12 ディスク作成モードに切り換える
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ライブラリのホッ トキー

ホッ トキー 機能

F3 ［素材パレッ ト］ を開く

F4 ［エフ ェク トパレッ ト］ を開く

F5 ［PiP オブジェク トパレッ ト］ を開く

F6 ［タイ トルパレッ ト］ を開く

F7 ［ ト ランジシ ョ ンパレッ ト］ を開く

F8 ［音量ミキシングパレッ ト］ を開く

F9 ［吹き替え録音パレッ ト］ を開く

F10 ［チャプター設定パレッ ト］ を開く

F11 [ 字幕パレッ ト ] を開く

Ctrl + Enter ［素材ビューア］ で素材を表示

Ctrl + A すべて選択

Ctrl + Tab フ ィルタ間の切り換え

Ctrl + D シーンの検出

Ctrl + Q 素材ファイルのインポート

Ctrl + W 素材フォルダのインポート
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キャプチャのホッ トキー

吹き替えホッ トキー

ホッ トキー 機能

Ctrl + R 録画

Alt + R 録音開始

Ctrl + / 録音停止

スペース DV の再生 / 一時停止

Ctrl + , ( カンマ ) DV の巻戻し

Ctrl + .( ピリオド ) DV の早送り

Ctrl + / DV の停止 

Alt + Y キャプチャしたビデオにテキストキャプ
シ ョ ンを追加

ホッ トキー 機能

Ctrl + H フェードイン

Ctrl + J フェードアウト

Ctrl + R 録音開始

Ctrl + / 録音停止
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プレビューウィンドウのホッ トキー

ホッ トキー 機能

スペース 再生 / 一時停止

Ctrl + / 停止

, ( カンマ ) コマ戻し

. ( ピリオド ) コマ送り

Page Up クリ ップに切り換える

Page Down ムービーに切り換える

Ctrl + F 早送り

[ 開始位置

] 終了位置

Ctrl + T 分割

Ctrl + G タイムコードに移動

Ctrl + E プリサイスパネルの表示 ( 有効化されてい

る場合 )

Ctrl + Enter ［素材ビューア］ で素材を表示

Ctrl + P プレビューウィンドウでコンテンツのス
ナップシ ョ ッ ト を撮る

Ctrl + + ( プラス ) 音量を上げる

Ctrl + - ( マイナス ) 音量を下げる

Ctrl + Backspace ミ ュート / ミ ュートオフ

Ctrl + U システム音量の調整
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タイ トルデザイナのホッ トキー

PiP デザイナのホッ トキー

ホッ トキー 機能

Ctrl + B テキスト を太字に設定

Ctrl + I テキスト を斜体に設定

Ctrl + I テキストの左揃え

Ctrl + R テキストの右揃え

Ctrl + E テキストの中央揃え

Ctrl + T TV の表示範囲の表示 / 非表示

Ctrl + G グリ ッ ト ラインの表示 / 非表示

ホッ トキー 機能

Ctrl + T TV の表示範囲の表示 / 非表示

Ctrl + G グリ ッ ト ラインの表示 / 非表示
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SVRT: が適用される条件

SVRT は MPEG-1、 MPEG-2 、 DV-AVI (Type I) 形式のビデオクリ ップに適
用します。 以下の適用条件を満たす場合に SVRT は適用されます。 た
だし、 ク リ ップ （またはクリ ップの一部） をレンダリングする必要
はありません。

• フレームレート、 フレームサイズ、 およびファイル形式が出
力プロファイルと一致していること。

• ビッ ト レートが出力プロファイルのビッ ト レートに類似して
いること。

• TV 信号形式が出力プロファイルの TV 信号形式と一致してい

ること。 詳し くは、 56 ページの 「ビデオクリ ップインター

レース形式の設定」 を参照して ください。

上記の条件をすべて満たした場合のみ SVRT が使えます。 上記の条件
を満たさないクリ ップは、 SVRT を使用せずにクリ ップ全体がレンダ
リングされます。

以下の条件では、 アイテム （またはアイテムの一部） は再レンダリ
ングする必要があるため、 SVRT は適用できません。

• タイ トルまたはト ランジシ ョ ンを加える場合

• ビデオクリ ップの色を修正する場合

• 音声プロファイルが出力プロファイルと一致しない場合

• 音声クリ ップの音量を修正する場合

• 2 つのビデオクリ ップを結合する場合 （結合されたクリ ップの

前後 2 秒以内のクリ ップがレンダリングされます）

• ビデオクリ ップを分割する場合 （分割の前後 2 秒以内のク

リ ップがレンダリングされます）

• ビデオクリ ップを ト リ ミ ングする場合 （ト リ ミ ングされたア
イテムの前後 2 秒以内のクリ ップがレンダリングされます）

• 作品の総表示時間が 1 分以内の場合で、 ビデオにレンダリン

グが必要な個所がある場合は、 作品全体をレンダリングしま
す。
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ライセンスと著作権
ここには、 Dolby Laboratories で使用する CyberLink PowerDirector の
ライセンス契約および著作権情報のみ記載しています。 その他のラ
イセンス契約および著作権情報の一覧は、 CyberLink PowerDirector 
Readme ファイルを参照して ください。 

Dolby Laboratories
Manufactured under license from Dolby Laboratories. "Dolby" and the 
double-D symbol are trademarks of Dolby Laboratories. Confidential 
unpublished works. Copyright 1992-1997 Dolby Laboratories. All rights 
reserved.
123



CyberLink PowerDirector
 124



第 7 章 :

テクニカルサポート

この章には、テクニカルサポートの情報を記載されています。 ユーザーが回

答を見つけるために役立つすべての情報が含まれています。 現地の販売店 /
ディーラーにお問い合わせによっても、 素早く回答が得られます。

この章には、 以下のセクシ ョ ンがあります。

• 126 ページの 「テクニカルサポートにお問い合わせになる前に」

• 127 ページの 「Web サポート」
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テクニカルサポートにお問い
合わせになる前に

次のいずれかにより、 CyberLink の無料テクニカルサポート をご活用
ください。

• プログラムと共にインス トールされたユーザーガイドまたは
オンラインヘルプで調べる。

• CyberLink Web サイ トのサポートセクシ ョ ンで FAQ ( よ く受け

る質問 ) を参照する。

http://www.cyberlink.com/multi/support/product_faq_home.jsp

FAQ にはユーザーガイドやオンラインヘルプよりも新しい情報やヒ
ン トが含まれている可能性があります。

テクニカルサポートに電子メールや電話でお問い合せる場合は、 次
の情報をご用意ください。

• 登録した アクテ ィベーシ ョ ンキー ( アクテ ィベーシ ョ ンキー

は CD ケース、 箱、 または CyberLink ストアで PowerDirector を
購入した後で受け取った電子メールに明示されています。 )

• 製品名、 バージ ョ ンとビルド番号。 これらは通常、 ユーザー
インターフェイスの製品名をクリ ックすると表示されます。

• コンピュータにインストールしている  Windows のバージ ョ ン。

• システムのハードウェア デバイス ( キャプチャカード、 サウ

ンドカード、 VGA カード ) およびその仕様。

• 表示された警告メ ッセージの内容 ( 書き留めるか、 スクリーン

シ ョ ッ ト をと ります )。

• 問題が発生した状況とその問題の詳細な説明。
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Web サポート

問題に対する解決策は、 次により  CyberLink の Web サイ トで１日 24
時間、 無料で入手できます。

注： CyberLink Web サポートをご使用になるには、 初めにメンバーとして

登録する必要があります。

CyberLink は、 次の言語による FAQ やユーザーコ ミ ュニテ ィーフォー
ラムなど豊富な Web だポートオプシ ョ ンを提供しています。

言語 Web サポート  URL

英語 http://www.cyberlink.com/CS/support/enu/
support_index.jsp

繁体字中国語 http://tw.cyberlink.com/CS/support/cht/
support_index.jsp

日本語 http://jp.cyberlink.com/jpn/support_jpn/
support_index.jsp

イタ リ ア語 http://it.cyberlink.com/CS/support/ita/
support_index.jsp

ド イツ語 http://de.cyberlink.com/CS/support/deu/
support_index.jsp

フランス語 http://fr.cyberlink.com/CS/support/fra/
support_index.jsp

スペイン語 http://es.cyberlink.com/CS/support/esp/
support_index.jsp
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Motion Designer 59

P
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